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1987. 3

長野県松本地方事務所
松 本 市 教 育 委 員 会



北栗遺跡全景



溝 1出土朱書灰釉碗(上)34住出土内面朱灰釉碗(下 )



この遺跡調査は、中央自動車道長野線の建設と時を同じくして高速道関連ほ場整備

事業島立地区内にあり区画整理工事に併せ工事施工に先立ち緊急発掘調査 し記録保存

することとなったものです。

調査の実施は松本市教育委員会に全面的に委託 し発掘調査が行なわれました。

その結果、奈良時代から平安時代にかかる住居址、土師器、須恵器等の土器類、鋤

頭、矢じり等の鉄器類が多数出土し既調査済資料等と綜合することにより地域の歴史

を知るうえで貴重な資料 となることと思います。

この発掘調査が計画どお り完了しましたことは、県 0市教育委員会の適切なご指導

とお忙しい中調査団に参画され、発掘調査にあたられた皆様のご尽力のたまものと、

感謝 しております。

なお遺跡発掘調査が支障なく行なわれましたことは、島立土地改良区の役員、地元

関係者のご協力とご理解によるものであり心より感謝の意を表します。

昭和62年 3月

長野県松本地方事務所長  佐 藤 善 虎



島立北栗地区は隣接する南栗地区とともに島立のなかでも南栗・北栗遺跡、水田と

しての条里的遺構など遺跡の集中する一帯として知られておりました。昭和58年以来

行なわれてきたほ場整備事業も徐々に整い当地における調査も4回 目を迎え、前回同

様緊急発掘調査を実施し記録保存を図る事となりました。

調査は中信土地改良事務所から松本市教育委員会に委託され、市教委職員を中心に

地元考古学者、地区の皆様の協力により10月 24日 から12月 28日 に亘 り行なわれ、多大

な成果をおさめ無事終了することができました。その結果、古墳時代から奈良、平安

時代にかけての住居址が多数発見され、―昨年の調査結果もあわせてみると、北栗地

区一帯に広範囲に拡がる古代の村のようすの下端をうかがう事ができました。折 りし

も周辺では中央自動車道工事も大規模に行なわれており、近い将来には地区の様相も

一変してしまう時その歴史的記録をとどめておくことは私達に課せられた責務 と考え

ております。又今回の成果と今後の周辺調査 とによリー層の島立地区の歴史的解明が

なされる事と信じております。

最後にこの調査にあたり多大な御理解と御協力をいただきました島立土地改良区を

はじめ、島立公民館、地元のみなさまに心から感謝いたしまして序といたします。

昭和62年 3月

松本市教育委員会

教育長  中 島 俊 彦



例   言

1。 本書は昭和60年 10月 24日 より12月 28日 にわたり実施された松本市島立北栗遺跡、及び島立条里

的遺構の緊急発掘に関する報告書である。

2。 本調査は松本市が長野県松本地方事務所より委託をうけ、松本市教育委員会が行なったもので

ある。

3。 本書の執筆は第 1章事務局、第 2章第 2節大田守夫、第 3章第 2節木下守、同第 3節直井雅尚

第 5章神沢昌二郎、その他の項目は山下泰永、山田真一の協力を得て高桑俊雄が行なった。

4。 本書作成に関する作業分担は次のとおりである。

遺構図 トレース :石合英子、高桑俊雄

遺物・図整理 :乾靖子

遺物実測・トレース :伊丹早苗、土橋久子、藤田英博、直井雅尚 (土器)、 木下守 (鉄器等)

塩原久和 (石器等)、 岩渕世紀、大村敏博、岩野公子 (写真撮影)

一覧表作成 :丸山恵子 (遺構・鉄器・石器等)、 藤田英博、三村竜一 (土器)

5。 本書の編集は事務局が行った。

6。 調査地周辺では (財)長野県埋蔵文化財センターが発掘調査をしており御指導を得た。尚巻頭

カラー航空写真は同センターより提供をうけた。

7.出土遺物及び図類は松本市立考古博物館が保管している。
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第 1章 調 査 経 過

第 1節 事業の経緯 と文書記録

本調査は、島立地区県営ほ場整備事業に伴 う緊急発掘調査である。事業の主体者は、中信土地改

良事務所 (現松本地方事務所、土地改良課)であり、両者の間で埋蔵文化財保護のために事前協議

を行ない、調査 を実施 した。調査地区周辺のほ場整備は、当初予定にな く急遠、施行す ることとな

ったため、保護協議をするとともに本年度の埋蔵文化財発掘調査補助事業 として取 り組むため、補

助金の計画変更承認申請をし、中信土地改良事務所 と発掘調査の委託契約の変更をした。以下は、

事業の文書記録である。

昭和60年 11月 1日 昭和60年度埋蔵文化財発掘調査事業国庫補助金計画変更承認申請書提出

11月 1日 昭和60年度埋蔵文化財発掘調査事業県費補助金計画変更承認申請書提出

昭和61年 1月 17日  昭和60年度県営ほ場整備に伴う島立地区発掘調査委託契約の変更

2月 14日  文化財保護事業執行状況調査

第 2節 調 査 体 制

調査団長 :中島俊彦 (教育長)調 査担当者 :神沢昌二郎 (市立考古博物館長) 現場担当者 :高

桑俊雄 (社会教育課) 調査員 :太田守夫、西沢寿晃、三村肇、森義直、横田作重

協力者 :赤羽包子、安藤正人、石合英子、市川今朝男、乾靖子、上原政子、大久保幸子、大久保

睦弥、大沢俊孝、大谷成嘉、大谷房夫、奥原美和子、小日妙子、小野いつ美、小野勝近、小野まさ

子、開鳴八重子、上条則子、小林周治、小林敏男、佐々木謙司、斉藤美智子、瀬川長広、瀬黒セツ

子、高山淑三、田口吉重、鶴川登、内藤達雄、中島新嗣、萩野越次、萩原愛子、堀内澄子、丸山恵

子、丸山正喜、三沢元太郎、百瀬一子、百瀬嘉子、山田真一、横山永蔵、横山光代

事務局 :浜憲幸 (社会教育課長)神 沢昌二郎 (課長補佐・昭和60年度) 岩渕世紀 (文化係長・

昭和61年度) 熊谷康治 (主事) 直井雅尚 (主事)
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第 3節

昭和6o年 10月 24日  囚  晴 風強し  本日より開始 予定地

内のワラ片付け作業。作業員 :佐々木謙司他 6名 市教委 :高桑

10月 25日  0  晴 風強し  午前中、ワラ、畦畔ブロックの

片付け作業。午後、 6ヶ所試掘。 作業員 :佐々木他 6名  市教

委 :高 桑

10月 26日  ω

10月 28日  帽)

晴 朝、ブルドーザー到着

晴 朝、バックフォー到着。重機 2台 による表

土争」ぎ。午後、基盤土 (床土)を 除去する。 1地区検出作業開始。

作業員 :鶴川登他18名  市教委 :高桑

10月 29日 ω  曇 時々小雨  1地区検出面まで重機による

掘り下げと2地区重機による表土余Jぎ。 1地区検出作業継続。午後

雨の為現場中止。プレハブ到着し組立てる。作業員 :鶴川他20名 市

教委 :高桑

10月 30日 因  曇 時々小雨  1地区検出作業継続。隅に住

居址 1、 焼±2ヶ所検出。 2地区重機による表土剥ぎ 土器洗いも

若干行なう。 作業員 :鶴川他15名  市教委 :高桑

10月 31日  肉 曇一時晴 2地区重機による検出、 2地区検出作

業開始。 3地区表土争Jぎ。 作業員 :鶴川他16名  市教委 :高桑

11月 1日 0  雨後曇  2地区重機による土取り。雨の為検

出作業は中止。土器洗い。 作業員 :鶴川他 4名  市教委 :高桑

11月 2日  ω  晴後曇  2地区重機による土取り。 2地区検

出住居址10余軒。建物址10基、溝 1等 を検出。 2地区全体図作成。

作業員 :中 島新嗣他19名  市教委 :高桑

11月 5日  ω  曇  1地区中央部検出作業。やや削平しすぎ

た事が判明、ピットは残っており建物址複数確認。 3地区重機によ

る検出。 作業員 :鶴川他19名  市教委 :高桑

11月 6日  困  雨  雨の為作業は中止、土器洗い。作業員 :

赤羽包子他 3名  市教委 :高桑

11月 7日  ltl  小雨後曇  本日より遺構を掘り始める。 2地

区 1、 2住掘り下げ開始。溝 1に トレンチを入れる。 3地区重機に

よる検出継続。しかし雨の為途中より作業を中止。市教委 :高桑

11月 8日  ω  晴  昨夜の雨の為足場が悪い。 3地区重機に

よる検出。重機本日にて終了。 1、 2住掘り下げ継続。3～ 8住掘

り下げ開始。 作業員 :中 島他20名  市教委 :高桑

11月 9日  ω  晴  3地区検出作業開始、東部に住居址 4軒

検出。 作業員 :中 島他16名  市教委 :高桑

11月 11日  0  晴  午前中3地区検出作業継続。中央部より

西は、礫が多く検出作業は難行。午後、 4～ 8住掘り下げ継続。 9

住掘り下げ開始。 作業員 :中島他16名  市教委 :高桑

11月 12日  ∞  雨時々曇  雨の為午前中土器洗い。午後現場

作業。 5、 6、 9住掘り下げ継続。12住掘り下げ開始。 作業員 :

佐々木他12名  市教委 :高桑

11月 13日  因  小雨  朝小雪が舞う。5、 9住掘り下げ継続。

作業日誌

14、 15住掘り下げ開始。建物址 1掘 り下げ開始。 5～ 7、 9、 10、

12住土層図作成。 4、 5、 7、 9住 カマ ド半割。 作業員 :鶴川他

17名 市教委 :高桑

11月 14日 閑  晴  11住掘り下げ開始。建物址 2～ 4掘 り下

げ開始。 3～ 5、 8住の土層図作成。 3、 6、 8、 9住写真撮影。

作業員 :鶴川他13名  市教委 :高桑

11月 15日  0  曇時々小雨  2、 11、 14、 15住、建物址2の

土層図作成q14、 15住写真撮影。柵列 1の掘り下げ開始。

作業員 :鶴川他14名  市教委 :高桑

11月 16日 ω  曇  建物址 1、 2、 4、 柵列 1の土層図作成。

16住 、 7住 を切る土墳 1、 建物址 5、 6掘 り下げ開始。 作業員 :

鶴川他13名  市教委 :高桑

11月 18日  鯛) 曇  1地区中央部にトレンチを入れる。建物

址 7～ 10掘 り下げ開始。 建物址 1、 3、 5、 8～ 10土層図作成。

作業員 :中 島他17名  市教委 :高桑

11月 19日  ω 晴   16住 、建物址 6、 7土層図作成。建物址

11、 12 柵列 2掘 り下げ開始 作業員 :中 島他18名 市教委 :高桑

11月 20日  17m  濃霧後晴  2、 4住 建物址 1、 3～ 6、 8

～10、 柵列 1の写真撮影。17～ 19住掘り下げ開始。平面図開始。作

業員 :中 島他19名  市教委 :高桑

11月 21日 肉  晴  17～ 19住写真撮影。 2地区西部土墳、ピ

ット掘り下げ開始。 作業員 :中 島他17名  市教委 :高桑

11月 22日 0  曇  20、 24、 25住掘 り下げ開始。25住 よ

釉ナぇ片出土。 4、 8、 15住床面精査。 作業員 :鶴川他17名

教委 :高桑

11月 25日 (月) 曇  朝雪が舞う。建物址11、 20、 24住掘り下

げ継続。23、 26住掘り下げ開始。 作業員 :鶴川他8名  市教委 :

高桑

11月 26日 ω  晴  20、 23、 26住掘り下げ糸区続。11時 ～1時

まで空中撮影があり、土器洗いを行なう。17～ 19住の土層図作成。

10、 12住写真撮影。 作業員 :鶴川他21名  市教委 :高桑

11月 27日 的  晴  27～ 29住掘り下げ開始。 2、 4、 5、 14、

15住の床面精査。17住、建物址12の 土層図作成。 作業員 :鶴川他

20名  市教委 :高桑

11月 28日  l■l  雨  小雨の中作業を行なう。26～ 29住掘り下

げ継続。午後土器洗い。 作業員 :鶴川他14名  市教委 :高桑

11月 29日 ⑥  曇  26、 28、 29住掘り下げ糸区続。30、 31住、

建物址13、 18、 19の掘り下げ開始。23～ 25住、建物址13、 18、 19の

土層図作成。 作業員 :鶴川他19名・ 市教委 :高桑

11、月30日  0  晴  24、 25住写真撮影。建物址12、 13、 32住

掘り下げ開始。 9、 12、 18、 19住遺物取り上げ。 作業員 :鶴川他

13名  市教委 :高桑

12月 2日  0  雨後曇

緑
　
市
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げ開始。20住土層図作成。17、 19住遺物取り上げ。23住継続作業。

1住、土墳 2、 建物址12、 13、 18、 19写真撮影。 作業員 :鶴川他

21名  市教委 :高桑

12月 3日  ω  晴  26～ 28住土層図作成。11、 23、 26住写真

撮影。34住掘 り下げ開始。ピット、土墳半割。 1、 11、 12住遺物取

り上げ。 作業員 :鶴川他20名  事務整理作業員 :上原政子 (以

下事務とする)  市教委 :高桑

12月 4日  閑  晴  28住継続作業。丸軍出土。33、 34住掘り

下げ継続。35住掘り下げ開始。 1住床面精査。23～ 25、 28住写真撮

影。 作業員 :鶴川他23名  事務 :上原  市教委 :高桑

12月 5日  肉  晴  36住掘り下げ開始。35住掘り下げ継続。

29、 32、 33住土層図作成。 作業員 :鶴川他18名  事務 :上原

市教委 :高桑

12月 6日  0  晴後曇  21、 22住掘り下げ開始。 1、 29、 35、

36住土層図作成。28、 32、 33、 35住継続作業。 5住写真撮影。島立

条里永田地内重機による表土争Jぎ 開始。 (以下条里永田とする)

調査員 :大久保知巳  作業員 :佐々木他24名  事務 :上原他 2

名  市教委 :高桑

12月 7日  0  雨後曇  37住検出作業。溝 1ト レンチ継続。

27、 36住写真撮影。条里永田地内検出作業。島立条里町区地内重機

による表土争Jぎ。 (以下条里町とする。) 島立公民館で40名 程遺跡

見学。 作業員 :鶴川他25名 事務 :上原他 1名  市教委 :高桑

12月 9日  鯛) 小雪  37住掘り下げ開始。溝 1ト レンチ掘り

下げ継続。建物l■ 12、 13全掘作業。雪の為午後発掘中止。午後土器

洗い。 作業員 :鶴川他23名  事務 :上原他 2名 市教委 :高桑

12月 10日  ω  晴一時雪  3地区で遺構検出継続。38住検出

掘 り下げ開始。条里永田地内図面作成。  作業員 :鶴川他25名

事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 11日  的  晴一時雪  39住検出掘り下げ開始。37、 38住

土層図作成。条里永田地内図面継続。永田地区テント組立。 作業

員 :鶴川他27名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 12日 囚  晴 40、 41住検出。37、 38住土層図継続。39住

土層図作成。第二地区平面図開始。条里町地内検出作業。 作業員 :

鶴川他24名   事務 :上原他2名  市教委 :高桑

12月 13日  ⑥  晴  40住掘り下げ開始。20住遺物取り上げ、

31住再検出、南へ延びる事が判明。建物址14、 掘り下げ、土層図作

成。条里永田地内図面継続。条里町地内検出作業継続。 作業員 :

鶴川他24名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 14日 0  曇風強し  30住再検出 (カ マ ドが 2ヶ 有る事

から2軒 では ?)29住掘り下げ継続。31住新プランで掘り下げ。建

物址15掘 り下げ開始。柵列2掘 り上げ。29住カマド、建物址15、 柵

列 2土層図作成。条里町地内図面開始、写真撮影  作業員 :鶴川

他22名  事務上原他 2名  市教委 :高桑

12月 16日 0  晴  .30住検出継続。ピット・土墳の土層図作

成。29住写真撮影。条里町地内図面継続。 作業員 :丸 山恵子他 5

名  事務 :上原他 3名  市教委 :高桑

12月 17日  ω  晴後小雪  41住掘り下げ開始。40住再検出。

島立条里北栗地内重機による表土余Jぎ (以下条里北栗とする。)作

業員 :丸山他 8名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 18日  困  快晴  41住掘り下げ継続。40住掘り下げ開始。

作業員 :小野勝近他 9名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 19日  囚  晴  41住検出掘り下げ継続。30住切合住居42

住検出、31住平面図作成、写真撮影。23住床面精査 ピット土層図

作成  作業員 :佐々木他15名  事務上原他 1名  市教委 :高

桑

12月 20日  0  晴  41住掘り下げ継続。建物址16、 17掘 り下

げ開始。建物址16、 17、 30住42住土層図作成。23、 24、 26、 31、 34、

35住床面精査 30、 42住遺物取 り上げ。 作業員 :佐々木他21名

事務 :上原他 1名  市教委 :高桑

12月 21日  0  晴  13住検出、掘り下げ開始。29住床面掘り

下げ。30、 42住床面精査。 2、 24住内、ピット掘 り下げ、土層図作

成。溝1土層図作成。条里北栗地内検出作業。  作業員 :瀬川長

広他21名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 23日 0  曇  2住床面精査。43住検出、掘り下げ開

始。13、 40、 41住掘り下げ継続。41住土層図作成。30、 42住写真撮

影、遺物取り上げ。29住再床面精査。条里北栗地内土層図作成、平

面図作成。 作業員 :大出六郎他23名  事務 :上原他 2名

12月 24日  ω  晴  12、 14住床面精査。13、 24、 40住土層図

作成。条里調査終了の旨、関係機関べ連絡する。 作業員 :鶴川他

20名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 25日  因  晴  13住遺物取り上げ。43住掘り上げ図面作

成。 6、 13、 29、 40、 41住床面精査。17住盛土下より煙道を持つカ

マ ド検出。本日で測量要員を除き、一般作業員は作業終了とする。

作業員 :鶴川他19名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 26日  囚  晴  21、 22住遺物取り上げ。29住カマ ド図面

作成。今迄の図面の整理。各住居、カマ ド図面の見直し。 作業員 :

鶴川他 7名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 27日  0  曇  2住内ピット掘り下げ。Цット及びカマ

ドの土層図作成。発掘資材の片付け運搬、本日で現場作業終了とす

る。 作業員 :鶴川他 7名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

12月 28日  ω  曇一時雪  発掘資材片付け、運搬。業者によ

るプレハブ、 トイレの取り壊し作業。運搬、座標出し作業。 作業

員 :鶴川他3名  事務 :上原他 2名  市教委 :高桑

昭和61年 1月 6日  0  曇  本日より報告書作成に向けて、

次の作業を順次行なっている。遺物洗浄、注記、復元、整理、拓影、

実測、 トレース、図版整理、原稿執筆、校正等。
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 調査地の位置

島立地区は松本市のほぼ中央に位置する。ここは南に鎖川、西方に梓川等があり、これらの川の

扇状地上に展開しているため、土質は壌土となり、南・西部では野菜、米作などの農産地として利

用されている。又東には奈良井川が北流し、この影響により生じた段丘崖周辺には南から南栗、北

栗、三の宮などの集落が存在し、北部は上高地に通ずる国道158号線とそのバイパス、或いは建設中

の中央自動車道長野線と同松本インターチェンジ等の道路、施設により大庭、荒井などの周辺に急

激な宅地化の波が押し寄せている。

北栗遺跡とは北栗集落を中心として東西750、 南北350m程の範囲になるものと推定。(1)今回の調査

地はその西端部分で、北栗集落にある御乳神社の西～北西一帯の水田地帯である。本調査地より周

辺を見ると、西側200m程の所では南北に中央道長野線の工事が進められており、東100m程で通称仁

科道 (現県道新田松本線)に達し、又南50mで市道高綱線に達する。

条里的遺構の調査としては一昨年中央道長野線の西側一帯に延べ1570mの長い トレンチを設け、

主として断面観察を行なったのであるが、今回は現在使用されている、灌漑用水路の変遷を調べる

ため、北栗、永田、町区地内一ヶ所ずつ地点を定めた。北栗地内とは中央道長野線東側に当たる鬼

沢より分流した小堰と、界沢より引水した小堰の合流地′点。永田地内は界沢の北側、永田集落の東

方で界沢より引水した 2本の小堰が合流する地′点。町区地内は平林堰より東流し|た 小堰 と、界沢よ

り北流した小堰が合流する地点である。これらの調査面積は延べ600m2程であり3ヶ 所 とも位置的

には、従来条里的遺構として把えている広い範囲のなかの北部に当たる場所にある。

註 l 昭和 60、 61年 度埋蔵文化財センターの発掘成果によると、当初考えていた範囲 (南栗、三の宮 も含め)よ りも、かな り西の方まで間断な く集落が続 くよう

に考えられる。

第 2節 地形 と地質

1 位置と地形

本遺跡は標高600m、 地形面の平均傾斜端静北東へ緩 く傾斜している。この地形面は梓川扇状地に

属し遺跡周辺は古い扇状地性の広大な沖積地で土壌は深さ60cmを越える壌土である。この地形面の

形成についてはすでに新村条里的遺構、島立条里的遺構で述べたので省略するが本遺跡ののる面は
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押出面の末端であり、河流も次第に北方へ移動したため堆積の状況は複雑 となっている。すでに発

掘された周辺の遺構で最も近いのは、島立条里的遺構 (250m西 )、 次に高綱中学校遺跡 (725m西南

西)、 島立条里的遺跡 (500m北 )、 島立三の宮遺跡 (1,600m北東)等である。いずれも扇状地性の沖

積地で堆積環境が類似している。扇状地を形成した梓川の流れの方向を基底礫層でみると次の通 り

である。島立条里的遺構N-60°一E、 島立三の宮遺跡N-40°一EON-60°一E。 これらの方向は東

新方向に集まるところから、また58年南栗・北栗遺跡や新村条里的遺構の東西性から考えて次第に

曲流し北方へ向きを変えているのかもしれない。また後に述べる第 1地区、第 2地区の東半、第 3

地区の東側につながる lmを 越える土層の方向N-60°一Eも この堆積状況を示 しているものかも

しれない。現在の水田中を流れる用水路は、ほとんど東西性で計画的に奈良井川へ向けて排水をし

ている。その表層には東西性の堆積が目立っている。地下水位は資料に乏しく推定等深線は590mで

ある。町区の自然水位10.5mを参考にすると10m前後と思われる。

2 遺跡の立地と堆積層

調査区は南から10203地 区に分けられいずれも上部に厚い土層が堆積している。地層の状況

を概観すると北西方向へ行 くに従い土層が薄 くなり、それだけ砂礫層が高くなっている。すなわち

1地区では検出面まですべて土層。第 2地区では南東倶180～ 100cm、 北西側60cm。 第 3地区南東側

100cm、 北東側70cmと 土層が薄 くなっている。この状態を1地区からみていくと、厚い土層は上部

層と下部層に分けられる。上部層は表土 (水田耕土)を含め60～ 80cmで耕土に続 く20cmの 青白色土

(溶脱層)で以下鉄・マンガンの斑′点を混じえた土層からなっている。下層部は黄土色を増したロー

ム質土壌で蛇行状の薄い砂質の帯を混じえる。この土層は検出面の130cmを越え試掘によると砂礫

層に達するのは 2m以上である。平安初期よりの連続遺跡と考えられる遺構・遺物は地下80cm前後

に出土している。この上部層・下部層は59年南栗・北栗遺跡の土層に類似している。南栗・北栗遺

跡の場合は上部・下部層の間に流れを示す砂礫層が蛇行するのがみられた。第 2地区の土層は第 1

地区の上部層に相当し地下60～ 80cmであらわれてくる砂礫層に近づ くに従い鉄・マンガンの集積層

もみられ暗褐色となっている。西方の島立条里的遺構の土層に類似しているが、条里的遺構の場合

は中央部分に同時異相 とも考えられる流れを示す砂礫層がみられた。遺構は東側では砂礫層の10cm

ぐらい上に存在する。西側では遺構の下部に礫を混じえていることがある。また第 2地区の中央北

寄 りに東西性の溝が発見された。溝の幅 3～ 4m(広狭の変化が多い)、 深さ30cm～ lmと 一定せず

内部は土を含まない細礫混りの砂層である。鉄分は壁に多く底には部分的である。東への傾斜が極

めて緩やかであるうえ底部の堆積に厚薄があるため、用水路として利用したものか判断が難しい。

この溝は遺構面とほぼ同じで周辺遺構とほぼ同様の遺物を混えている。 3地区北西部は全地区の中

で最も土層が薄 くそれだけ下底の砂礫層の位置が高い。土層は第 1、 第 2地区の上部層に相当し

60～ 80cmの 厚さである。平安中期～後期 と考えられる遺構・遺物は第 2地区と同様地下60～ 80cmに

存在する。そのため砂礫層へ切 り込んでいる場合が多い。砂礫層の礫の形は円礫や亜円礫で硬砂岩
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を主とし、チャー ト・花同岩 0安山岩・砂岩・けつ岩等や砂岩・けつ岩のホルンフェルスがわずか

にみられた。粘板岩やけつ岩は細礫が多くいずれも梓川水系の礫で、梓川の氾濫原や旧河床の堆積

である。

3 地 形 の形成

島立地区のように広い範囲で発掘が行なわれると今まで扇状地性沖積地、あるいは氾濫原堆積物

と一括されていた地層にもいろいろな堆積状態が発見されるようになり考古学的にも地学的にも興

味深い。旧河床が発見されたり、島内高松～上平瀬に至る自然堤防状の地形は埋没地形として発見

されるなど、堆積の時期・順序が理解されるだけでなく遺跡の立地環境の解明に役立つ。今回の発

掘でも調査地の南東部は土層が厚 く北西部は土層が薄い。殊に南東部は 2mを越える土層に連続し

ている。一方北西部は次第に砂礫層の位置が高 くなっていく。この接点をみると几そN-60° 一Eを

示し延長すると二の宮の流れの方向N-60°一Eに連続する。また島立条里的遺構の流れの方向とは

平行する。これによって旧河床や氾濫の方向が推定される。次に調査地の資料をもとに、地形の形

を順序立ててみると下記のようになる。

l 下部砂礫層 地下 2m(十 )

2 下部土層  ローム質土壌黄土色

3 上部砂礫層 地下60～ 80cm

第 1地区

第 1・ 2地区

第 203地 区

4 上部土層 表土 (耕土)青白色土層、褐色土層  第 10203地 区

ここで注目されることは下部土層の極めて厚いことで上部砂礫層と下部砂礫層の連続は考えられ

ないとするとこの土層と上部土層・砂礫層は一応不整合で堆積時を異にすることになる。この場合

下部土層と砂礫層の状態が南栗・北栗遺跡に対応あるいは連続する可能性がでてくる。南栗・北栗

遺跡のこの土層は縄文土器の包含層であるのでその関連も予想される。あるいは前述の埋没地形・

土壌とも考えられ、北栗集落や南栗集落が自然堤防状の高まりとなって、後の氾濫原に対していた

状態が想像される。また条里的遺構調査の時にも永田集落寄 りに lmを越える土層を観察している。

氾濫の常として複雑な堆積が示されるが古い自然堤防状の高まりと、旧河床や乱流路がみつかるこ

とを期待 したい。
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● 発掘地点

1.南栗遺跡 (1983～ 85)

2.高綱中学校遺跡
(1984085)

3.北栗遺跡 (1985)

4。 三の宮遺跡 (1986)

5。 新オ寸島立
委元認導焼,

6。 梶海渡遺跡 (1985)

7.下神・町神遺跡 (1983)

8。 秋葉原遺跡 (1982)

9。 安塚古墳群 (1978)

10。 新村遺跡

H。 西和田遺跡

12.和 田町遺跡

13.島 内遺跡群
(1984～ 1986)

14.下三子遺跡

15。 中二子遺跡

16.く まのかわ遺跡 (1981)

17.神戸遺跡群 (1979)

18。 南荒井遺跡

19.太子堂遺跡

20.川 西遺跡 (1986)

21.川 西開田遺跡

22。 三間沢川左岸遺跡

23。 境窪遺跡
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第 3図 周辺遺跡
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第 3節 周辺遺跡

島立地区より西を望むと新村地区がある。ここにはすでに調査され末期古墳で知られる秋葉原遺

跡、安塚古墳群がある。又南方には梶海渡遺跡、鎖川を越えれば下神、町神、下三子、中二子遺跡

(い ずれも奈良～平安時代)と つづき、更に南にはくまのかわ (縄文、奈良、平安)、 神戸遺跡 (縄

文・平安)な どがあり、これらはいずれも松本市教育委員会、長野県埋蔵文化財センター等により

調査の手が入っている。そして遠 く山形村境まで眺めれば、川西開田 (縄文・平安)、 三間沢川左岸

(平安)遺跡があり、境窪遺跡では弥生・平安時代の遺物が得られている。

さて島立地区では昨年埋蔵文化財センターによる中央道部分の調査が一応終了し、既に一部その

成果を知る事ができる。それによると鎖川から堀川迄の南栗遺跡からは、古墳時代末期から中世ま

での竪穴住居址337軒、掘立柱建物址106棟、土墳・墓墳約1,000基、他に柵列、溝、井戸、集石等が

検出され、当該遺物の他、縄文・弥生土器、八稜鏡、金・銀環、佐波理銑等を出土している。この

北側、堀川から境沢までの間は北栗遺跡としている。ここでは弥生時代後期住居址 1軒の他、奈良・

平安時代から中世にかけての遺溝が多く、竪穴住居址253軒、掘立柱建物址93棟、竪穴状遺構を含む

土墳1800余基、それに溝、柵列、水田址等を検出、遺物には中世陶磁器の他、和鏡、数珠、瓦塔、

讐等がある。さらにこの北側から松本電鉄島々線までの間は三の宮遺跡として扱い、ここでは古墳

時代末期から中世にかけての竪穴住居址176軒、掘立柱建物址81棟、柵列10、 畠地 3、 土墳3,000余

基の他、水田址の可能性のある3地′点を確認している。(1)

未整理ながら今年度行なったほ場事業関係の調査について簡単にふれておく。三の宮遺跡では弥

生時代末期住居tlL12、 古墳・平安時代住居址各 1軒、中世の建物址と住居址を30余基、他には中世

～近世の墓墳等を検出した。条里的遺構の調査 としては、平安時代の住居址を2軒、また県道新設

に伴う事業で奈良～平安時代住居址13軒、建物址 1軒等を調査した。

中央道というこの長大なトレンチは南栗、北栗、三の宮遺跡の西側をかすめ、従来条里地帯とし

て眺められてきた一帯の中央部を通っている。これにより′点、範囲でのみとらえられてきた各遺跡

を関連づけこの地の歴史的様相が解明されつつある。

注 1 長野県埋蔵文化財センター『長野県埋蔵文化財センター年報 2』  1985

『長野県埋蔵文化財ニュース NQ19』  1987
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第 3章 北 栗 跡

第 1節 調査の概要

今回はまず調査予定地内に6ヶ 所試掘を行ない土層把握につとめ、次に南より便宜的に 1、 2、

3と 地区名をなし2地区から開始した。地区別に分けたのは各地区間に使用中の農道及び水路が通

っておりそれを残す必要があった為である。その結果実質調査面積は 1地区1,147m2、 2地区2,566

m2、 3地区1,624m2の 計5,337m2でぁる。

発掘成果としては住居址43、 掘立柱建物址19、 柵列 2、 そしてこれらを含めてのピットが総数233、

土墳18、 溝 1な どである。

時期別にみると、住居址はほぼすべてが奈良時代末から平安時代末期に含まれるが、遺物が少な

いながらも建物址は古墳時代末～平安時代中期迄の様相を見せており、この′点両者はやや時期差が

ある。

溝は西から東へ巾の広い 1本を検出した。時間的制約の為 トレンチを3本入れたにとどまる。そ

の結果自然流路と考えられるが、須恵器を主体 とする多量の遺物が出土した。

遺物としては土器に住居址より該期の土師器、須恵器、陶器など各器種を見ることができる。又

縄文晩期土器片が土墳より出土、さらに 2地区検出面及び溝覆土中から弥生時代の彩色土器片数点

を得ている。又やや変ったものとして唯 1点住居址内より得られた布目瓦がある。これは丸瓦で遺

存状況は非常に良い。金属器の類としては鋼製帯金具、紡錘車、鋤頭などがある。又土製品、石器

類は量的に少なく全体に貧弱であった。

尚 1地区に関しては試掘でも遺物を得る事ができず、又既に削平した北の 2地区より土質が良好

すぎて鉄分・マンガン分などの集積層が顕著でなくやや深めに重機を入れてしまった。その結果、

中央部にて 2ヶ 所から焼土を発見したのであるが、この焼土を遺構に結びつけることができなかっ

た。
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I:茶褐色土塊混入青灰色土

Ⅱ :灰褐色土

Ⅲ :ロ ーム塊 (0.5～ l cm)混入暗褐色土

Ⅳ :ロ ーム粒少量混入暗 褐色土

V:焼土

Ⅵ :炭 化物・焼土粒混入褐色土

Ⅶ :炭化物・焼土粒少量混入暗黄褐色土

Ⅷ :炭化物 。焼土粒混入暗紫褐色土

0      1      2m

第 1号住居址

第 2節 遺 構

1 住居址

第 1号住居址

本址は 2地区南西隅にあり北東には 2住が接近 している。南半部は未調査 となってしまったが、

規模は東西 5。 Omでやや不整な方形を呈すものと思われる。
′
主軸方向は、N-80° 一Eを示す。遺構は

2地区のうちでは非常によく残存してお り、壁はほぼ直状 をなし検出面から床面迄の深さは中央部

分で約60cmを 測る。床面はローム塊混入褐色土で平坦 となり壁際部分以外はかなり堅 く良好であっ

た。又覆土は土質で石はほとんど含まず多量の土器が混入 している。その中層には若干の焼土及び

炭化物を確認 したが埋没時に凹地を利用 した痕跡であろうか。

カマ ドは床面よりやや高 く設けられた粘土袖と長い煙道より成 り、被熱部分は80× 120cm程度の

範囲で焼土類が広がっている。なおピット等は検出することはできなかった。

遺物は多く須恵器を主に土師器、灰釉陶器が見られる。須恵器には有台、無台の不が多く他に短

頸壺、長頸壺、甕、土師器には不、内黒婉、甕、小形甕等がある。混入したと思われる須恵器高不、

灰釉碗を除けばⅥ期に該当しよう。

B′

第 5図
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I:鉄分混入灰褐色土

Ⅱ :鉄分混入暗灰褐色土

Ⅲ :灰褐色土

Ⅳ :灰 色土

V:茶褐色土塊少量混入粘質灰色土

Ⅵ :焼土塊少量混入灰褐色土

Ⅶ :焼土・炭化物多量混入褐色土

Ⅷ :褐色土

Ⅸ :炭 化物混入暗灰色土

X:暗灰褐色土

図 第 2・ 43号住居址i第 6
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第 2号住居址

本址は 2地区南西部に位置する。東西6.5m南北7.5mの 規模をもち今回検出した住居址中最も面

積的に大きい。平面形は東側がやや隅丸を呈し主軸方向はN-80° 一Eを示す。南側には本址より古

い43住があるが浅い為にほとんどが消失してしまっている。又南東壁から内側にかけて炭化材片と

小骨片が若干見えていた。これらは覆土中層であり1住同様埋没時の痕跡と考えられる。残存壁は

20～ 25cmと さほど深 くはない。床面は自然礫直上にあリローム塊を含む土、或いは茶褐色土となっ

ており部分的に堅さが感じられる程度である。

カマ ドは東壁中央部分にあり非常に長い煙道をもっている。又東壁の南半部はやや内に外に凸凹

しておりその壁際と煙道部は煙出し近 くまで焼土が広がっているのが確認された。

ピットは 6ヶ検出された。このうち主柱穴はその規模 と位置からしてPl(78× 59× 29cm)、 P2

(107× 70× 38cm)、 P3(121× 96× 45cm)、 P4(115× 101× 4cm)の 4ヶ と考えるが、P4は 特に浅い。

なお
｀
南壁やや内側には床面下からではあるが、巾60cm前後、深さ約10cmの 溝が検出された。溝は一

部が東・西壁に添い、巡 り始めている。この中からは焼土塊・炭化物が多く、土器片も比較的多く

出土した。

遺物は土器が割合多く他に鉄器がある。土器は須恵器と土師器が見られる。須恵器には、有台・

無台不、蓋、スリ鉢、魅、長頸壺、甕等、土師器には小形甕、甕等がある。供膳形態はすべて須恵

器である。鉄器としては鑓鉤が 1″点有った。土器からして本址はⅣ～V期を与える。

第43号住居址

本址は 2住の鉄分沈澱の覆土に対してその余 り見られなかった土を以って確認した遺構である。

南壁のみしか遺存しておらず概要の把握は不確実をものとなってしまった。規模は恐らく東西4。 7m

前後で方形を呈するものと思われる。壁高は15～ 20cmと 2住 より約 5cm程低い。床面は壁際のみの

ためかかなり軟弱である。

遺物は非常に少なく、土師器・須恵器の甕数′点にとどまる。この遺物と切合からして本址はⅣ～V

期以前であろう。

-18-



Ａ

一

”
、

I:灰 褐色土

Ⅱ :焼土

Ⅲ :焼土塊混入粘質灰 褐色土

第 7図 第 3号住居址

第 3号住居址

本址は 2地区中央部やや南寄 りに検出された。3.4× 3.6mと かなり小形の住居址である。カマ ドの

ある東側の二隅はやや丸 く、西壁中央部はゆるやかに外側へ張っている。主軸方向はN-79° 一Eを

とる。掘込みが浅かった為 と重機削平とにより遺存状況は悪い。覆土中には拳大よりやや大ぶりの

石が 8ヶ 程混入しており、当初はもっと多量にあったことをうかがわせる。床面は検出面から最深

部で約10cm程である。状態は直径 2～ 5cm大の礫が混入する土が一部堅さをもっており、それを床

として捉えた。壁は低いが茶褐色土で明瞭であった。

カマ ドは東壁中央部に位置し、壁の一部を内側に掘 り残したのか、あるいは土を固めカマ ドの中

心部を囲うようにして両袖を設けていた。焼土は焚口から奥壁まで良く遺存し、燃焼空間が奥で広

がっていたものと思われる
｀
。又土器はこの焼土上より比較的多くが出土している。

遺物は少なく須恵器を主体とする。このうち蓋と不が図示できた。これらにより本址はV～ Ⅵ期

の時期 と考える。
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I:灰褐色土

Ⅱ :炭化物・焼土塊・粒混入灰褐色土

Ⅳ :青灰色土 (P123)

A′

I:黄 褐色土

Ⅱ :暗 灰褐色土

Ⅲ :焼土粒・塊

Ⅳ :焼土

V:暗黄褐色土

第 8図 第 4号住居址

第 4号住居址

本址は 2地区ほぼ中央に位置し、規模は4.7× 5。 4mを 測る。主軸はN-81° ―Eを示し、平面形は

南北両壁がゆるやかに凹凸となる方形を呈する。覆土中には全 く土質の異なるP123を 検出している。

壁は茶褐色土を呈し四面とも約20cmでほぼ直状に落ち込む。床面は 1～ 5cm大の礫層直上にあり

やや堅い茶褐色土である。

カマ ドは東壁中央にあり、安山岩の石 2個を立て埋設した石芯カマ ドである。焼土は焚口部より

内側に広がり、奥壁まで遺存している。

遺物は少なく須恵器の有台・無台不、壺、土師器のガヽ形甕などである。供膳形態は須恵器がほと

んどであった。Ⅵ期の遺構である。
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I:鉄分混入灰褐色土
Ⅱ :灰褐色土

Ⅲ :弱 粘質灰褐色土

Ⅳ :暗灰色土

V:焼土塊・炭化物混入黄灰色土

Ⅵ :暗黄灰色土

9     1    祀
.m

第 9図 第 5号住居址

第 5号住居址

本址は 2地区中央やや南寄 りに検出された4.1× 3。 8mの規模をもつ住居址である。平面形は概 し

て隅丸方形を呈するが、東半部は緩やかに張り出し、西半部はゆるやかに内湾する。覆土は鉄分の

沈澱した I層 と、そのほとんど見られないⅡ層を主体 としている。遺構の遺存状況は良 く、遺物は

ほとんど床面から得られ、覆土中から得られた物は少ない。主軸方向はN-7° 一Wを示す。壁高は

30～ 35cmを 測 り、西壁面はやや外へ膨らみ、巾着型のようになっている。床面は茶褐色を呈し、中

央部はやや堅い。又北東部には花同岩を含む平坦な石が床面上に密着していた。

カマ ドは、北壁ほぼ中央に位置する。壁が少し掘 り込まれ、奥壁は急に立ち上がり、煙道が延び

ている。焼土はカマ ド内と周囲の床面上90× 100cmの範囲に広がって見られる。

遺物には、土器の他に帯金具と、刀子が 2′点ある。土器は須恵器と土師器が見られ、須恵器には

有台・無台の不が多く、他に高不、壺等、土師器には内黒不、小形甕他に武蔵型の甕が多い。供膳

形態としては須恵器、土師器があるが須恵器を主としている。これらの遺物より本址はⅧ・ⅦI期 を

考える。
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I:ロ ーム塊・茶褐色土塊 (0.5～ 2cm)混 入灰褐色土

Ⅱ :茶褐色土塊 (l cm)混入灰褐色土
Ⅲ :焼土塊混入褐色土

Ⅳ :焼土

V:焼土粒。ローム粒混入灰褐色土

Ⅵ :ロ ーム塊混入黒褐色土

1       2m

第 !0図 第 607号 住居址

第 6号住居址

2地区南東部に位置し、東側に 7住を切る。規模は3.1× 3.4mと 非常に小形で方形を呈 し、主軸方

向はN-80°一Eを示す。壁高は約30cmを 測 り、壁は直状を示す。床面は黄褐色土で堅 く良好であっ

た。遺物はほとんど床面近 くにあり、覆土中からのものは極めて少ない。

カマ ドは東壁中央に見えてお り、壁を掘 りこんだだけのもので、75× 95cmの 範囲に焼土が広がっ

ていた。

ピットはPl(98× 90× 12cm)、 P2(62× 40× 1lcm)、 P3(52× 50× 12cm)が あるが、いずれも浅

すぎて柱穴としては好ましくない。

遺物は少なく須恵器に不、甕、土師器に甕を見る程度である。他には刀子の茎かと思われるもの

が 1点である。供膳形態はほとんど須恵器でVI期に該当する。
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F           F′
7.24m

I:茶褐色土塊 (0.5cm)多 量混入灰褐色土

Ⅱ :焼土塊。炭化物混入粘質灰褐色土

III:焼 土

Ⅳ :焼土粒・炭化物混入褐色土

高      理
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I:灰 褐色土

H:炭化物混入灰褐色」1

A′

1 2m

第 11図 第 8号住居址

第 7号住居址

本址は4.4× 4。 2mの方形の住居 t」Lである。N-77° 一Eに 主軸を置き、西壁部分 を 6住に破壊され、

又、北東部分には本址埋没後、土墳 1が存在 した。浅い掘 り込みと重機による削平の為遺存状態は

悪 く、検出面より床面迄は非常に浅い。この為遺物 も少量で床面及びその直上のものが主なものと

なる。壁は約10cm前後、床面は壁面 と同様茶褐色土 となりやや堅 く砂質である。

カマ ドは東壁中央部に位置する。特別な施設はなく壁が若千張 り出し、焚口部が周囲の床面より

少 し低いのみである。袖受の施設のない為焼土は両側にやや広 く散っている。

ピットはPl(84× 82× 14cm)、 P2(72× 63× 10cm)の 2ヶ が隅に検出された。共に浅 く主柱穴 とは

なり得ないと思われる。

遺物は少量で須恵器の蓋、不、土師器の小形甕、甕等があり、Ⅵ期以前V期頃と考える。

第 8号住居址

2地区南東部に位置する。規模は3.6× 3.6mの 不整方形を呈する。主軸方向はN-72・ ―Eを示 し、

南東隅で 9住の一部を切っている。床面は黄褐色土で軟弱な状態であった。又中央北寄 りには焼土

と炭化物が薄 く広がっていた。壁は10cm前後 と低 く、遺物 も床面上より得 られた少量のみである。

カマ ドは東壁中央やや北寄 りにあり、燃焼部分が少 し低 く掘 り込まれたのみで、これに関わる焼

土 も狭い範囲にまとまっている。

遺物はごく僅かで土師器武蔵型の甕がありこの遺物からすると9住より古い様相を示す。
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9住  ユ

C'

I:暗褐色土

Ⅱ :焼土塊少量混入暗褐色土

Ⅲ :焼土粒 。炭化物混入暗褐色土

Ⅳ :焼土

V:焼 土粒・炭化物混入暗黄灰色土

Ⅵ :焼土粒・炭化物 |。 黄灰色土塊混入暗灰色土

Ⅶ :黄灰色土

Ⅷ :暗灰色土

A′

I:灰褐色土

Ⅱ :ロ ーム塊 (l cm)混 入暗褐色土

ΠI:暗褐色土

Ⅳ :明 るいⅢ層

V:黒 褐色土

Ⅵ :ロ ーム塊 (0.5～ 2em)少 量混入暗褐色土

Ⅶ :粘質灰褐色土

Ⅷ :焼土塊・ 炭化物混入灰褐色土

Ⅸ :白 灰色土

X:焼土塊・灰混入灰褐色土

Ⅲ :焼土粒混入灰褐色土

Ⅲ :焼土

第 9010号住居址

一- 24-一
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第 9号住居址

本址は 2地区南東隅に検出された。前後関係を見ると北西隅上部を8住に切られ、北側では本址

が10住 を切っている。遺構は茶褐色土から黄褐色土中に掘 り込まれ、良好な遺存状態であり、土層

断面では典型的な自然堆積の様子を見せている。規模は4.6× 4.2mで端正な隅丸方形を呈し、主軸方

向はN-81°一Eを示している。四方の壁は20～ 28cmと 割合に高 く残 り、垂直に近い状態であった。

床面は平坦で一面に黄褐色土となり、堅 く極めて良好である。遺物は覆土下層から床面にかけて多

く見られ、主たる物が出土している。又北西隅床面上には36個の編物用石錘と思われる自然石がま

とまって見られる。

カマ ドは東壁中央部に位置する。幅は80cm、 奥行は周囲の壁より約35cm程掘 り込まれて、燃焼部

を造 り出しているが、火床面は周囲の床面より若干下がる程度である。煙道は35cm程が残存してい

る。焼土は多く、非常に鮮やかな赤橙色を呈し、カマ ド全面及び住居址内部にかけて大 きく広がっ

ている。土器類はその周囲にも多く遺存している。なおピット等は全 く見られなかった。

遺物には須恵器 と土師器とがある。須恵器としては有台、無台不、短頸壺、甕など、土師器には

内黒不、小形甕などが見える。供膳形態は須恵器を主とするが内黒土器も混じえる。ここで編物用

石錘について少し触れておく、これらは67～ 192gの もので70～ 100gの ものが多く、その種の石とし

ては小ぶりなものであり、このうちの 1点に擦れた痕跡が確認できた。土器から与えられる本址の

時期はⅧ期であろう。

第10号住居址

本址は 9住に南を切られている為、検出できたのは約 7割程度の面積である。覆土は 9住の灰褐

色土に対し、本址は暗褐色土となり黒っぽい事で両者を区別している。規模は3.6× 3。 8mを測 り北東

隅は丸 く、他の二隅は角張った方形を呈している。主軸方向はN-74°一Eを示す。壁は15～ 20cmの

高さを持ち直状をなす。床面はやや堅 く壁同様に茶褐色を呈する。

カマ ドは東壁中央に位置し、壁を掘 り凹めただけのもので特別な施設は設けていない。ただカマ

ド北側の壁は故意に掘 り残してあり、それが燃焼範囲を限定させており、その為袖の一部をなくし

ていたものとも考えられる。また焼土の見られる中央部には灰色の土を落とす小さい穴が見えてい

る。これは位置からして支柱石を抜いた痕跡と思われる。

遺物は少なく須恵器に蓋、不、土師器に甲斐型不、小形甕、甕などである。これらを考えると本

址はV e VI期 とする事ができる。
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Ⅱ :ロ ーム粒少量混入暗灰褐色土

Ⅲ :焼土粒、炭化物混入灰褐色 L
Ⅳ :焼土塊混入灰褐色 tl

C     C′

u597.10m
炭化物混入灰色土

第 i3図 第 11012号 住居址
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第 11号住居址

本址は 2地区南東隅に位置する。この辺は褐色土中に住居址の検出密度が高 く、本址 も4軒が切

り合っていた。灰褐色土の覆土を落 とす本址を中心 として各住居址の覆土を概観すると、まず本址

南東隅には先行する13住がある。土色はやや灰色の度合が少なく、炭化物・灰色のブロックが混入

している。そして本址を切 る遺構 としては南西部に10住、北東隅に12住がある。前者はやや黒っぽ

い暗褐色土で、後者は鉄分 を含む灰褐色土であった。規模は東西4.2m(lL側 )～ 4.8m(南側 )、 南

JL4.4mを 測 り、南部が巾広い台形様 を呈 している。主軸方向はN-90°一Wを示す。壁は褐色土で

10～ 15cmと 低 く、床面は判然 としているがやや堅い程度である。遺物は少な く、床面上及びカマ ド

の周辺より若千得 られたのみである。

カマ ドは西壁ほぼ中央に位置する。壁は若干外へ膨 らみ、火燃部はピット状に周囲の床面より約

15cm程凹んでいる。焼土量は少なく狭い範囲に見られた。

ピットは南東隅に15× 15× 26cmの もの lヶ を検出した。

遺物は少ない。須恵器 として蓋、土師器に輪積み痕の残る長胴甕などを得ている。これらより本

址はⅣ・V期 と考えられる。

第 12号住居址

本址は南西部で11住の一部を切 り、又北側には11住同様本址に先行する建物址 4が存在する。東

側は土盛用地に確保 したため調査できなかった。規模は南北で4.5mを 測 り、方形を呈するものと思

われる。壁は20～ 25cm遺存 じ、床面は黄褐色土で部分的に堅さが確認できた。西壁ではP193を 切 り

又貼床下にはP14が存在 した。これらは位置 と規模からみて建物址 4の ものと考える。西壁寄 りに見

えている焼土 と炭化材片は、覆土中～下層にかけてのもので、本址廃絶後、埋没堆積中の所産であ

る。

カマ ドは未調査 となった東壁側にあるものと推察する。その場合主軸方向はN-80°一E程度を示

し、今回調査 した住居址の範囲内に納まっている。

ピットは北西隅に lヶ を検出した。なだらかな落ち込みで、柱穴の用をなしてはいない。

遺物は少な く、須恵器に端部内側にかえりが付 く蓋、ヘラ切 りの無台不、土師器 として甕、小形

甕などである。これらより本址は今回調査のうち最 も古い様相 を見せてお り、Ⅲ・Ⅳ期 をあてはめ

る事「力やできよう。
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F  P7  F′

v596.90m

第 i4図 第 i3号住居址

A′

ユ    満

ピット1～ 7土 層

I:黄灰色土塊混入暗灰色土

II:灰色土塊混入黄灰色土

Ⅲ :炭化物・焼土塊混入 I層
Ⅳ :暗褐色土塊混入暗灰色土

V:灰色土塊・炭化物混入暗灰色土

Ⅵ :暗灰色土

⌒
L◎

0Ｐ７
′

い

I:炭化物・灰色土塊混入黄灰褐色土

Ⅱ :炭化物・焼土粒混入暗黄灰色土

Ⅲ :焼土 。ローム塊混入暗黄灰色土

Ⅳ :灰色土塊混入暗褐色土

V:黄灰色土

1 2m

第13号住居址

2地区南東部に位置し、北西隅を11住に切 られているが床面が深 く掘 り込まれているため、上部

を破壊されたのみでプランは確認できた。北側に検出した12住 と共に東部は盛土下 となってしまい、

調査できたのは全体の 3割程である。規模は西壁側で南北5.lmを 測 り方形を程す るもの と思われ

る。覆土は上面黄灰色土で、炭化物、焼土粒 を多く含みこの点が周辺の住居址検出とは異なった様

相であった。壁は褐色を呈 し直状 となっている。壁高は20cm(西壁)～ 40cm(lL壁 )を測る。床面

は茶褐色土であるが特に堅さはない。

カマ ドは見当らず、東に設けられているとするならば主軸方向はN-70°一E程度となろう。

ピットは単独で 3個 Pl(32× 32× 17cm)、 P6(36× 27× 23cm)、 P7(34× 30× 18cm)、 切 り合っ

て 4個 P2(82× ?× 16cm)、 P3(88× ?× 17cm)、 P4(42× 28× 19cm)、 P5(52× 34× 13cm)を 検

出した。これらは位置、規模から見ていずれも主柱穴になるとは考え難い。

遺物は少なく須恵器、土師器が見られる。須恵器には不、蓋、広口壺など、土師器には底部に手

持ちヘラ削りの見える内黒不がある。これらの遺物からはⅣ・V期を与える。又縁辺と中央に敲き

の痕跡を見せる自然石がある。

―- 28 -一



／

Ｔ

十

論
⊆
嬬ノ ≒炒 勒

第 i5図 第 14号住居址

第14号住居址

本址は 2地区東側に位置し建物址 6に切 られ、建物址 7、 11を切 り構築されていると思われる。

規模は4.2× 4。 4mである。平面形は北西隅が角張 り、他の三隅は隅丸な不整方形を呈す。西壁中央の

突出部は本址の施設 と考えられるが、建物址 7と の切 り合いとも考えられはっきりとしなかった。

主軸方向はN-85°一Eを示す。壁は西壁中央～北壁中央にかけてはやや緩やかでその他は直状をな

す。検出面から床面迄の深さは中央部分で約35cmを 測 り、覆土は鉄分混入灰褐色土がほ とんどを占

める。床面は黄褐色あるいは茶褐色を呈 し平坦で堅 く良好であった。

カマ ドは東壁中央を50cm程掘 り込み構築されてお り袖等の施設はもたない。被熱部分は120× 105

cm程度の範囲でしっか りとした焼土が広がっている。又焼土は覆土下層から床面にかけてP2内 及び

周辺・北西隅・北東隅・南壁中央からも検出された。

ピットは 4ヶ あるがいずれも床面下からのものである。このうちP3(104× 92× 14cm)は 建物址 6

の一部と考えられる。その他のピット Pl(48× 43× 10cm)、 P2(115× 100文 1lcm)、 P4(74× 65×

15cm)は どれも浅いものである。

遺物はカマ ド付近に多く、須恵器、土師器がある。須恵器には蓋、
°
有台・無台の不、短頸壺、土

師器には甲斐型不、小形甕、甕がある。供膳形態は主に須恵器であり、遺物よりⅥ・VII期 を与える。

Ⅱ :ロ ーム塊少量混入暗褐色土

Ⅲ :茶褐色土粒少量混入暗褐色土

Ⅳ :焼土 。焼土粒混入暗灰色土

V:焼土粒混入黄灰色土

Ⅵ :焼土 。炭化物混入暗黄灰色土

Ⅶ :暗灰色土

Ⅷ :小 ローム塊 。焼土粒混入暗灰色土

Ⅸ :小 ローム塊・焼土塊・炭化物混入暗灰色土

2m
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I:鉄分混入灰褐色土

Ⅱ :鉄分混入暗灰 褐色土

Ⅲ :焼土 。炭化物混入暗黄灰色土

Ⅳ :焼土

V:焼 土粒・炭化物混入灰茶褐色土

第16図 第i5号住居址

第15号住居址

本址は 2地区北東に位置し西側には建物址 8がある。規模は4。 0× 3。 9mで平面形は北西隅のみ丸

く他の三隅は角張る方形を呈する。主軸方向はN-73°一Eを示す。壁は直状をなし検出面から床面

迄は約15cmと かなり浅いがプランは明瞭であつたO床面は茶褐色ないしは黄褐色を呈し平坦で部分

的に堅 くしまり良好であった。又北半部は直径 3～ 10cmの 中礫が混入露出していた。

カマ ドは東壁中央をわずかに掘 り込み構築され、焼土は被熱部及びその南側に見られた。ピット

は検出されない。尚建物址 8の規模より本址との切 り合いが当然考えられるがこれらも検出されな

かった。

遺物は僅かで須恵器不、土師器甕、他に刀子がある。V・ Ⅵ期の様相を示す。
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I:茶 褐色土粒 。塊多量混入灰色土

Ⅱ :鉄分混入灰褐色土

ⅡI:炭化材片混入暗灰褐色土

Ⅳ :焼土、炭化物混入暗灰色土

A′

I:鉄分混入灰色土

Ⅱ :マ ンガン分混入灰色土 (集積層 )

Ⅲ :鉄分、マ ンガン分混入灰褐色土

Ⅳ :暗灰褐色土

V:焼土、炭化物混入黄灰色土

Ⅵ :焼土、炭化物混入暗黄灰色土
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第 17図 第 !6・ 17号住居址
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第16号住居址

本址は 2地区東中央やや北に位置する。東側が耕作中の畑のため削平できず検出面積は全体の 3

割程度である。東側は現地表面からの土層観察が可能でありその′点では好運であった。尚本址は縄

文晩期の浅い土墳17を切る。規模は南北4。 7mを測る。主軸方向はN-103°一Wを示す。壁は直状を

なし検出面から床面迄は深 く南側で45cmほ どである。プランは黄褐色土中に検出され、覆土上層は

中礫を多く含む鉄分・マンガン分混入灰褐色土、下層は中礫を多く含む暗灰褐色土である。床面は

1～ 3cm大の小礫が多く暗灰褐色を呈し平坦でそれほど堅さは感じられなかった。

カマ ドは西壁中央部をやや掘 り込み石を数イ固用いた石芯カマ ドであり、南北の大きな袖石は高い

壁中に埋設されていた。又焼土は検出面より火床まで良好に遺存していた。ピットは検出できなか

った。尚本址は全体的に遺存状態は良好であった。

遺物は僅かで須恵器壺、土師器甕、小形甕、内黒不があり、これらよりⅥ・ⅥI期が該当しよう。

第17号住居址

本址は 2地区北端中央やや東よりに位置し、土盛 りのため南側半分程しか検出できなかった。規

模は東西3.4mと 他に比べ小さい。主軸方向はN-75°一Eを 示す。検出面から床面迄は12cmと かな

り浅い。床面は礫混入の褐色土で平坦でありそれほど堅さは感じられなかった。

カマ ドは入力で除土した為 もあり今回調査した住居址中最も遺存状態の良いものであり、 5ヶ の

大きな石から成る単純な石組カマ ドである。両袖石は40cmの 間隔を持ち床面に置かれている程度で

ある。その袖石よりやや内側に天丼石を支える石が深 く埋められている。これら4個の細長い石に

対し天丼石は扁平で火床部分からは30cmの位置にある。煙道は幅狭 く東の方では土色が判然とせず

その長さを50cm程 と予想した。カマ ド内の焼土は非常に少なく天丼石下に僅かに残るのみである。

尚住居址中央に炭化材片があるが敷物が燃えたものであろうか。

遺物は、浅い覆土ながら多い。少量の須恵器不の他、供膳形態の主流を占める内黒不、婉、不、

鉢、甕、小形甕など土師器は特に多い、これらより本址はⅥⅡ・Ⅸ期である。

第18号住居址

本址は 2地区北端西よりに位置し、17、 19住同様南側半分のみしか検出できなかった。規模は東

西4.3mを 測 り、隅丸方形を呈するようである。主軸方向はN-90° 一Eを示す。検出面から床面は10

cmと かなり浅 く、覆土は鉄分混入灰褐色土を主としている。床面は褐色土で軟弱であった。又西側

の石は、床に据えられたように密着し検出された。

カマ ドは東壁をわずかに掘 り込み石を数イ固埋設した石芯カマ ドである。カマ ド内の焼土は、わず

かである。

ピットは lヶ (48× 46× 5cm)で穴というより凹み程のものである。用途は不明であるが、カマ

ドに伴う施設かもしれない。

遺物は僅かで土師器不、小形甕、甕程度でありX期以降と考えたい。
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I:鉄分混入灰褐色土

Ⅱ :焼土塊混入暗褐色土

ⅡI:焼土粒混入暗黄褐色土

Ⅳ :焼土粒・炭化物微量混入明灰色土

19住

一一一
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   I:鉄分混入灰褐色土
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第 18図 第 18・ !9号住居址

第19号住居址

本址は 2地区北西隅に位置する。東西側は削平しすぎてしまい南壁のみ確認された。西壁は検出

面からの土色が判然とせず、カマ ド施設及び床面より推定した。主軸方向はN-91.5° 一Wを示す。

土層図より見ると西壁カマ ド北側で約22cm程一層で鉄分混入灰褐色土の覆土をもっている。床面は

小礫を含む茶褐色を呈し平坦で堅 く良好である。

カマ ドは西壁にあり中程度の 4個の花商岩を浅 く埋設して構築した石芯カマ ドである。焼土はこ

の簡単なカマ ド前に薄 く広がるのみであった。ピットは検出範囲においては認められない。

遺物はカマ ド付近に多く、土師器杯、灰釉碗等があった。これらより本址はX期以降とする。

電
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I:茶褐色土粒混入灰色土

Ⅱ :茶褐色土塊少量混入灰色土

Ⅲ :小 ローム塊少量混入灰色土

ｇ
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P3P2 C   P4  C′

一 ¬ こ ラ
″ 597.36m
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I:黄褐色土         v:焼 土粒混夭暗灰色土
Ⅱ :焼土粒・炭化物混入褐色土  Ⅵ :焼土層

器 :情姜撰[全
暗黄灰色土    Ⅷ :焼土粒多量混入暗灰色土

第19図 第20号住居址

第20号住居址

本址は 1地区南端に位置し、土盛りのため北側半分程しか検出できなかった。規模は東西約5.4軍

を測り、主軸方向はN-57。 5° 一Eを示す。壁はほぼ垂直にたちあがり床面から検出面迄は50cmと 深

い。鉄分沈澱茶褐色土中に灰色土を覆土としており明瞭に分かる。又カマ ド付近覆土上層より住居

址中央床面にかけて小児頭大～直径50cm程の多量の礫が流れ込むように見られた。床面は黄褐色を

呈し平坦できわめて堅 く良好であった。

カマ ドは今回の調査中ただ唯一北東隅に構築された石組カマ ドである。

ピットは Pl(63× 45× 1lCm)、 P2(47× 35× 17cm)、 P3(56× 44× 7cm)、 P4(36× ?× 13cm)

と4ヶ検出したがいずれも浅 く主柱穴とは考えられない。

遺物はカマ ド周辺と壁際に多く見られた。土師質の皿、不、疑似高台、足高高台の婉、灰釉陶器

の深碗、瓶など、他には須恵器の生焼けの不がある。これらより本址は今回で最も新しいXII・ XIH

期を与える。又鉄器として釘、針らしきものがあった。

P
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22住

I:褐色土

Ⅱ :焼土粒混入褐色土

Ⅲ :明 褐色土

0       1       2m

第20図 第21・ 22号住居址

第21号住居址

本址は 1地区中央やや南西際に位置する。盛土のため東側 3割程度 しか検出できなかった。小形

で規模は南北3。 Om程 と思われる。主軸方向はN-75.5° 一Eを示すQ壁はほぼ垂直に立ちあが り、壁

高は20(南部)～ 40cm(北部)を 測る。プランは茶褐色土中に検出され、覆土は明褐色土であった。

床面は黄褐色を呈 し平坦であるが堅 くはない。

カマ ドは東壁中央に構築された石芯カマ ドで煙道は長さ65cmを 測 り、焼土はカマ ド被熱部 と煙道

先に若干みられた程度であった。尚カマ ド前に数多 く見られる20～ 30cm大の石をカマ ド施設に伴 う

ものと想定するならば石組カマ ドとも考えられよう。

遺物には生焼けの須恵器、不、内黒婉、小形甕、甕、鉢などの土師器、灰釉陶器の碗などがあり

これらより本址はX期 とする。

第22号住居址

本址は 1地区中央西際に位置する。盛土のため東側わずかしか検出できなかった。又カマ ド～北

東側は削平しすぎたため壁は不明瞭となった。規模は南北4.Om程で主軸方向はN-85° ―Eを示す。

壁はほぼ垂直に立ち上がり南側で約10cmと低い。床面は黄褐色を呈し平坦であるが堅さはそれ程感

じられなかった。尚カマ ド前床面には厚さlcm程の炭化物が広がり西へ続いている。

カマ ドは東壁中央に壁を掘 り込んでつ くられており、カマ ド内及び周辺に多量の焼土がみられた。

遺物には須恵器不、土師器甕、小形甕等があり、時期的にはⅥ・Ⅶ期と考える。
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I:鉄分混入暗灰色土

H:鉄 分、ローム塊 多量混入暗灰色土

Ⅲ :炭 化物、焼土塊混入暗灰色土

Ⅳ :炭 化物
v:焼上
Ⅵ :黄褐色土
Ⅶ :暗黄褐色土

A′

■  鳳 黒 m

第2i図 第23号住居址

第23号住居址

本址は 3地区東側に検出され、南側でP200を 切っている。カマ ド北側に張出し部 をもつ 4。 3× 4。 Om

の方形の住居で、主軸方向はN-94。 5° 一Eを示す。覆土は暗灰色土で、上層～中層にかけて花同岩

を中心とした人頭大の石が約20ヶ と多く混入している。これらは埋没途時に投げこまれたと考えら

れる。また炭化物も多く、特に中央南西寄 り床面上には敷物が焼けたような状況で検出されている。

しかし焼土は見当らず本llLが火災住居であったとは考え難い。床面は平坦で非常に堅 く、鉄分が沈

澱し茶褐色を呈している。また壁はやや斜めに立ち上がり検出面までは20cmを 測る。

カマ ドは東壁中央部分にある。石組カマ ドで両袖石が内側に倒れ天丼石と思われる石が中に落ち

かけている。焼土の広がりは60× 25cmと 小さく煙道は検出されていない。

ピットは南東隅にlヶ (50× 46× 12cm)検出された。カマ ド南側に掘 り残した地山と床面に置か

れた数イ固の平石、それにこのピットとでカマ ドの付属施設となっていたものかも知れない。

遺物は多く、生焼けの須恵器不、土師器は有台、無台杯、内黒不、坑、小形甕、甕、灰釉陶器の

碗く瓶等である。供膳形態は各種別のものが混在している。これらより本址にはX期を与える。
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Ⅱ :焼土粒混入灰褐色土

Ⅲ :灰褐色土
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第22図 第24025号住居址
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第24号住居址

本址は 3地区東側に位置し25住が西壁をわずかに切る。規模は4.5× 4.8mを 測る。平面形は方形で

北東隅に張り出し部をもつ。主軸方向はN-87° 一Eを示す。壁はやや斜めに立ちあが り、床面から

検出面迄の高さは15～ 20cm程である。覆土は灰褐色土で上層～中層にかけて小児頭大の石が多く見

られた。床面は黄褐色を呈し平坦で堅 く良好であった。

カマ ドは東壁中央に設けられており遺物出土状況から袖を有していたと思われる。壁の掘 り込み

煙道等は見あたらなかった。焼土はカマ ド周辺から床面中央まで広範囲にわたる。

ピットは Pl(64× 60× 35cm)、 P2(62× 60× 30cm)、 P3(128‐ ×90× 17)cm、 P4(56× 52× 27cm)、

P5(34× 30× 15cm)、 P6(37× 30× ?cm)が検出された。いずれも用途は不明である。

遺物は土師器の内黒不、婉、鉢、耳皿、不、甕、灰釉碗等で須恵器はなく、X期である。

第25号住居址

本■は 3地区東側に位置し、24住西壁南側をわずかに切る。又西壁北側はP194に 切られる。規模は

3.9× 3。 5mを測る。平面形は北西隅が少し角張 り西側がわずかに長い台形状を呈す。主軸方向はN―

94° 一Eを 示す。壁は黄褐色土で床面から検出面迄は10cm程 と浅い。覆土は鉄分混入灰褐色土で24住

同様明瞭に確認できた。床面は鉄分が沈澱し茶褐色を呈し平坦できわめて堅 く良好であった。

カマ ドは焼土が東壁中央を中心に120× 105cmの範囲で広がり東壁中央に想定されるが、袖、煙道

等の施設は見当らない。

遺物は須恵器の生焼けネ、土師器の内黒婉、不、灰釉陶器碗などでこれらよりX OXI期 を与える

第26号住居址

本址は 3地区中央やや東寄 りに位置し、西に41住 を切る。規模は4。 6× 3.3mで北側が東西にやや長

い台形様を呈し、主軸方向はN-90。 5° 一Eを示す。壁は垂直に立ちあがり床面から検出面までは住

居址中央部で33cmを 測る。覆土は上層～中層が茶褐色土塊多量混入灰褐色土で下層は暗褐色土であ

り、小児頭大の礫が混入している。床面は茶褐色を呈し平坦できわめて堅 く良好であった。

カマ ドは東壁中央やや南よりに壁を僅かに掘 り込み構築されている。袖等の施設はもたない為か

焼土は被熱部を中心に110cm(東西)文 155cm(南北)の範囲に広がる。ピットは検出されなかった。

遺物には混入した須恵器の他、土師器甕類、内黒婉、不、灰釉陶器もありX期に該当する。

第27号住居址

本l」Lは 3地区中央北側に位置し盛土のため南半部しか検出できなかった。規模は東西4.8mを 測

る。壁はやや斜めに立ちあがり、検出面迄は床面から東壁付近で30cm、 西壁付近で20cmと 東壁がわ

ずかに浅い。検出面では周辺に礫が多いのに対し覆土は礫は少なく上層が灰色、下層が暗灰色を呈

していた。床面は平坦であり鉄分が沈澱している中央部はかなり堅緻であった。カマ ドは焼土等ま

ったく見られず調査範囲内では検出できなかった。

遺物は少なく、生焼けの須恵器杯、土師器甕類、内黒不、塊、灰釉の碗、瓶などでX期を与えたい。
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I:茶褐色土塊 (0.5cm)多 量混入灰褐色土

Ⅱ :暗褐色土

ⅡI:焼土塊少量混入暗褐色土

Ⅳ :焼土塊、炭化物混入暗褐色土

A′

I:礫、茶褐色土粒混入灰色土

Ⅱ :礫、茶褐色土粒混入暗灰色土

Ⅲ :茶褐色土粒混入黄灰色土
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第23図 第26・ 27号住居址
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焼土、炭化物混入暗黄灰色土

第24図  第28号住居址

I:鉄 分混入灰褐色土

Ⅱ :灰 褐色土

ⅡI:焼土塊少量混入灰褐色土

Ⅳ :暗灰 褐色土

第28号住居址

本tlLは 3地区中央やや西よりに位置する。規模は5。 2× 4。 9mで、主軸方向はN-99.5° 一Wを示す。

平面形は南壁が東西にわずかに長 く台形様を呈す。壁高は30～ 35cmで礫を露呈する南壁を除き三方

は土質で明瞭にわかる。覆土は灰褐色土で中層～下層にかけて拳～小児頭大の礫と炭化材片が多く

混入している。床面は 2～ 10cm大の礫上にあり褐色で堅 く良好な状態であった。

カマ ドは西壁中央に構築された石芯カマ ドである。煙道は長さ50cmが存在する。焼土はカマ ド被

熱部にごく少量見られる程度であった。なおピットは全 く検出していない。

遺物は比較的多く、須恵器の手付長頸壺、生焼けの不、土師器に杯、内黒杯、婉、灰釉陶器の三

日月高台の碗などを見る。供膳形態もこれらの種類が混在し、本址にはX期 を与える。なお床面上

から布目痕の丸瓦を 1′点、他に輔の破片、不明鉄器、溶滓などを得ている。
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I:礫混入灰色土

H:焼土混入暗黄灰色土

Ⅲ :焼土、小礫多量混入暗黄灰色土
.Ⅳ

:焼土、炭化物混入暗黄褐色土

V:礫、炭化物混入暗褐色土 (土墳14)

2m

第25図 第29号住居址

第29号住居址

本址は 3地区中央北西寄 りに位置する。盛土のため南側 7割程しか検出できなかった。又住居址

中央南の覆土中には土墳14がある。規模は東西4。 9mを測 り、主軸方向はN-100° 一Eを示す。平面

形は隅丸方形を呈すと思われる。壁はやや斜めに立ちあがり特に西壁は緩やかである。床面から検

出面迄は住居址中央部で55cmと 深い。本址は1～ 15cm大の礫を多量に含む茶褐色土中に検出され、

覆土は他の住居址とは異なり灰色の強いもので、上層から中層東側より中央に拳大～ガヽ児頭大の礫

が混入、下層にも拳大の石が多い。床面は自然礫直上にあり鉄分沈澱が特に激しく平坦であるが堅

くはない。なお床面下は砂利層となる。

カマ ドは東壁中央に構築され花同岩を数個袖石として埋設し、炭化物が付着している。両袖の間

隔が短かく石組カマ ドと考える。煙道はない。焼土は被熱部にわずかに見られた程度であった。

遺物はかなり多く、須恵器の生焼けの不、甕、壺、土師器の不、内黒不、婉、小形甕、甕、鉢、

灰釉陶器の碗、瓶などで供膳形態は土師器内黒不が中心をなす。他にも輔の破片、鉄製紡錘車を見

る。土器からして本址はⅨ、X期に該当する。
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第26図 第 30・ 42号住居址

0        1       2m

第30号住居址

本址は 3地区北西よりに位置し、42住 より新 と理解した。規模は3。 5× 3.4mを 測 り、主軸方向は

N-93°一Wを示す。平面形は方形を呈し南側がやや胴を張る。床面から検出面迄は約30cmを 測 り、

東壁は礫が露出する。東にある29住 と同様礫を多量に含む茶褐色土中に検出され、灰褐色の覆土中

には小児頭大～50cm程の非常に大きな石を混入する。床面は土質となり平坦であるが堅 くはない。

床面下は砂利層となる。

カマ ドは2ヶ の石を袖石 として埋設した石芯カマ ドで西壁中央に設けられている。焼土は被熱部

及びカマ ド前に広がる。

遺物は多く、土師器内黒杯、坊、甕類などよりX期 とするが、他にⅨ期の甕、蓋なども見られた。

第42号住居址

南側は30住に切られ北側半分は盛土のため検出できない。主軸方向はN-90°一Wを示そうか。本

址プランは判然とせず西壁は遺物と炭化物と若千の焼土により、又東壁は自然礫の出現でかろうじ

てつかめる程度であった。床面は平坦であるが堅くなく自然礫直上でとめた。

カマ ドは調査範囲内でぱ検出できなかったが、壁際の焼土とその周囲に遺物が集中するのでこれ

を一応カマドと解釈した。

遺物は須恵器の生焼け無台不他、土師器内黒不、内黒婉、不、婉、甕などがあり、X期 とする。

%D
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第27図  第31号住居址

第31号住居址

本址は 3地区南西隅に位置し北側に32住が検出されている。検出面では覆土 と周辺土色に差がな

いためプランが判然とせず西・南部にトレンチを入れようギく南・西壁をつかむことができた。双

北壁はカマ ド・床面より想定した。規模は4.4× 5.3mを 測り端正な方形プランを呈する。主軸方向は、

N-12.5° ―Wを示す。壁はやや斜めに立ちあがり床面から検出面迄は住居址中央で33cm程である。

覆土は礫混入黄灰色土で住居址中央～西側、床面上にまで人頭大の大きな石が見られた。床面は平

坦であるが自然礫層の上に薄 く土がのる程度で堅 くはなかった。

カマ ドは石芯カマ ドで北壁中央に設けられており燃焼空間一杯に焼土が広がる。又東壁中央より

床面上には多くの遺物とともに多量に堆積した焼土が見られた。特別な施設はないが旧カマ ドが存

在したのであろうか。なおピットは認められない。

遺物は須恵器で無台 0有台不、蓋、長頸壺、土師器の甕という一群と、土師器の内黒婉、内黒不

の一群があり、前者ではV・ Ⅵ期に、後者ではX期に属する。時期については再検討を要する。
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Ⅱ :焼土粒混入暗褐色土

第28図 第32号住居址

第32号住居址

本址は 3地区西端に位置し東側に建物址16が検出されている。規模は4。 2× 4.Omを 測 り、主軸方向

はN-88.5°一Eを示す。平面形は北側がやや内湾した方形を呈する。壁はやや斜めに立ちあがり床

面から検出面迄は住居址中央部で16cm程である。覆土は灰褐色土で土質であるが砂利～小児頭大の

石を多く含む。遺構周囲では南・西側に礫が特に多く、南・北側は茶褐色土となっていた6床面は

平坦であるが堅 くなく自然礫直上でとめた。

カマ ドは東壁の中央やや南寄 りに設けられている。特に施設等はないが壁際にやや大ぶ りの花商

岩の平石が 1個ありその石を袖石として利用していたと考えられるぎ

遺物は覆土中から多く床面に至ってはカマ ド南側にわずかに見られる程度であった。須恵器と土

師器で須恵器は糸切 り底の無台不が量的に中心をなす。他には有台不、長頸壺、壺などがあり、混

入遺物と思われる横瓶も存在する。土師器は甕がほとんどで以上の遺物より本址にはⅥ・Ⅶ期を該

当させる。
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第29図  第33号住居址

第33号住居址

本址は 3地区西側に位置する。規模は4.6× 5。 lmを 測 り、主軸方向はN-87°一Wを 示す。平面形

は隅丸方形を呈する。壁は斜めに立ち上る。床面から検出面迄は住居址中央部で18cm程である。周

囲は礫を多量に含む茶褐色土で 3地区のうちでも特にこの周辺が表土から礫まで浅い。覆土は灰褐

色土を呈し土質となっている。周辺の住居址に見られるような大きな礫は含まず小ぶ りな石が散在

する。床面は平坦で、一部堅い箇所もあるが全体的にそれほど堅さは感じられない。

カマ ドは、東壁中央の焼土の広がる部分と考える。カマ ドに伴う施設は全 く見られなかった。又

カマ ド北西床面上からも焼土が僅かに検出された。

遺物には壺、鉢の他無台の不がある。この不にはヘラ切 りと糸切りの底部が見られ、時期決定に

はやや疑間が残る。土師器には不、小形甕、甕等があり、本址には一応V～Ⅶの時期を与える。又

カマ ド北側床面上に拳大のベニガラがあった。
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第34号住居址

本址は 3地区東端に位置し、盛土の為西側 3割程 しか検出できなかった。規模は南北 5。 4mを測 り、

壁高は12～ 24cmである。礫のない黄褐色土中に検出され、覆土はローム塊混入黄褐色土で他の住居

址 とは全 く異なる。又覆土中にはやや大ぶ りの石が散在 し床面は軟弱で起伏が激 しい。

カマ ドは調査範囲からは検出されず、焼土・ピットも見当らない。

遺物は少量で須恵器生焼けの杯、土師器不、内黒不、他には灰釉陶器の碗、皿がある。この碗は

三日月高台を有し、体部中位に回転ヘラケズリを残し、釉薬はハケ塗りでこれらよりX期 とする。

@

第30図  第34・ 35号住居址
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第 31図  第36号住居址

第35号住居址

本址は 3地区南東に位置する。南西に検出した建物址15と の切 り合い関係は不明である。規模は

3.8× 3。 4mと 小形で主軸方向はN-86°一Eを示す。平面形は方形を呈するが南東に小 さな突出を設

ける。床面から検出面までは28～ 30cmを 測る。周囲は褐色土で暗褐色土を覆土 とし明確にプランを

把握できた。床面は黄褐色を呈 し平坦で中央部は堅 く良好であった。尚覆土中には礫は殆 ど見 られ

ない。

カマ ドは東壁中央にあり壁上部をやや削 り取っただけの簡単なもので焼土 も小さくまとまる。

遺物は少な く須恵器有台・無台不、蓋、長頸壺、土師器内黒不、甕などである。Ⅶ期 とする。

第36号住居址

本址は 3地区中央に位置する。規模は5。 0× 4。 6mを測 り主軸方向はN-95。 5° 一Eを示す。平面形

は方形を呈 し西側がやや胴を張る。壁は斜めで、壁高は15～ 17cmである。周囲は大礫 を少量含む褐

色土で他の住居址 とは異なる明褐色の覆土であった。又覆土中には礫が一様に散在する。床面は軟

弱でカマ ドの焼土より確認 した。

カマ ドは東壁中央焼土が極僅かに広がる部分である。

遺物は僅かで須恵器の有台・無台不があり、体部に沈線を施 した特異なものもある。 V～ X期 ?
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第37号住居址

本址は 3地区中央東寄 りに位置する。西側には38住が隣接する。規模は3.4× 3.5mと 小形である。

平面形は方形を呈すが南西隅のみ僅かに角張る。壁はやや斜めに立ち上 り特に西壁は他の壁に比べ

緩やかである。壁高は12～ 18cmと 低い。礫混入褐色土中に検出され覆土は礫を含む粘性の黄灰色土

で明瞭にプランをつかむことができた。又覆土中には拳大～小児頭大の石 を含んでいる。床面はは

っきりとせず礫直上 を床 とした。平坦であるが堅 くはない。

カマ ド・焼土は検出されなかった。

遺物は西壁際に僅か見られる程度であった。須恵器の生焼けの無台・有台不、土師器の甕、内黒

不、灰釉陶器の三日月高台をもつ碗などで、供膳形態もこれらが混在した。これらより本址はX期

前後 と考える。

第38号住居址

本址は 3地区中央東寄 りに位置するЪ 39住北東隅を切 り南壁中央は土墳13に切 られる。規模は3.

1× 3.4mと かな り小形である。主軸方向はN-5°一Eを示す。平面形は方形を呈すが南西隅がやや

角張る。壁は斜めに立ち上 り、床面から検出面までは住居址中央部で12cmを測 りかな り浅い。覆土

は灰褐色土を呈 し37住 と似るかそれより若干黒っぼ く明瞭にプランをつかむ事ができた。又覆土中

には拳大～小児頭大の石 を含んでいる。床面は判然 とはせず礫直上を床 とした。平坦であるが堅 く

はない。

カマ ドは北壁中央やや東よりに焼土がありやや掘 り凹められた燃焼部から東側へ広がっている。

尚特別な施設は見当らない。

遺物はカマ ドと推定される焼土付近に僅かに見 られる程度である。須恵器の有台・無台不を中心

として短頸壺、耳の部分に孔がある四耳壺でこれらからはⅥ～Ⅷという時期を考える。

第39号住居址

本址は北東隅を38住に切られ検出された。規模は3.4× 4.Omを 測る。平面形は南壁が東西に長い台

形様を呈すが西壁中央北よりに小さな突出部がある。壁は斜めに立ち上 り、壁高は 8～ 14cmと かな

り低い。覆土は黄味をおびた灰褐色土で、37住に近い土色である。床面は礫直上を床とした。平坦

であるが堅さは全 く感じられない。

焼土は東壁中央やや南よりから床面にかけて、僅かに広がる。床を掘 りくぼめた様子もなくこの

少量の焼土だけでカマ ドと判断するには少し疑間が残る。

遺物は非常に少なく図示できたものは灰釉の碗のみである。X期 と考える。
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I:焼 土粒・炭化物粒 。小礫混入暗黄褐色土

2m

第33図 第40号住居址

第40号住居址

本址は 3地区中央に位置する。検出面は礫 を含まない暗褐色土で、覆土はこれ とほ とんど土色に

差がない。少量の焼土粒 と炭化物粒 を含む土が分布する範囲をプランとして捉えた。規模は5。 0× 5.

3mを測 り端正な方形を呈する。壁は斜めに立ちあが り壁高は20～ 25cm程である。床面は礫混入土の

直上にやや堅い平坦な面があり、このレベルでピットも検出でき、ここを生活面 とした。覆土中に

みられる炭化物 0焼土はカマ ドにつながるものではな く、カマ ド内によく見られる焼土あるいはそ

れに関わると思われる施設はまった くなかった。

ピットはPl(76× 66× 21cm)、 P2(34× 32× 25cm)の 2ヶ 検出されたが北東隅壁際の P2は 本址

に伴うものかは不明である。又Plは どのような性格のものか不明である。

遺物には須恵器の有台・無台不、蓋、甕、長頸壺などと、土師器の不、内黒杯、甲斐型不、武蔵

型甕、ガヽ形甕、甕等がある。供膳形態からすると須恵器類が主となりV期、内黒不ではⅦ期を示す。
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第34図 第41号住居址
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第41号住居址

本址は 3地区中央に位置しており、東壁を26住 に切られ北西には40住が近接する。なお南側は農

道があるため調査が実施できなかった。検出面では40住同様、覆土と周辺土色との差がほとんどな

く検出に時間を費やしたのであるがそれでも明瞭に分からず東西に 2本南北に 1本の トレンチを入

れて、かろうじて平面形と床面を確認することができた。規模は東西8。 6mを 測 り今回の調査で検出

された住居址の中で最も大きいものであった。壁は、北壁を見るかぎりほぼ垂直に立ち上がってお

り、壁高は23cm程である。覆土は焼土・炭化物粒を含む暗黄褐色土の単層で、礫はほとんど含まれ

ていない。また床面は、平坦であるが堅 くはなく、自然礫上に土が薄 く乗った程度の状況であった。

なお、西壁から中央にかけては礫を含みべ ンヽド状にわずかに高 くなっている箇所がみられた。

カマ ドは調査範囲内では検出されておらず、覆土中より床面にかけて見られた焼土、炭化物粒も

カマ ドと関連するものとは捉えられなかった。過去の調査を含めて南側に構築されたカマ ドの例は

全 くないことから考えると、本址のカマ ドは第26号住居址によって破壊されたとも考えることがで

きよう。

ピットも住居址の規模からみてあって当然と考えられるが、全 く検出されておらず礎石的なもの

も見られなかった。また住居址周辺からもピットは検出されていない。

遺物は割合に多いが床面遺物は僅かでほとんどが覆土中からのものである。土器と鉄器 とがあり、

土器には須恵器と土師器、それに本址を切る26住のものと思われる灰釉陶器の碗がある。須恵器か

ら見ると、蓋、無台・有台の不、長頸壺、四耳壺、甕、鉢などが存在し、土師器には甲斐型杯、底

部から体部下半までヘラケズリを見せる内黒杯、武蔵型甕、小形甕等が混在する。供膳形態として

は須恵器の不が中心をなし、甲斐型の不と内黒不が僅かに混入しはじめる。このような様子から本

址はⅥ期に含める。
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建物址・柵列

1)建物址

今回の調査で検出された掘立柱建物址は 1地区 3棟、 2地区12棟、 3地区 4棟の計12棟である。

本項ではこれらの規模、構造、集落内でのあり方等について窺い得ることを簡単にふれたい。

まず建物址の規模についてみると1間 ×1間が 3棟 (建12016019)、  2間 ×1間が 4棟 (建110

15017018)(2間 ×2間が 8棟 (建 203050608010013014)、 3間 ×2間が 3棟 (建 10

709)、 4間×3間が 1棟 (建 4)存在する。このうち建 4と 建 9は桁の西側柱列がそれぞれ 3間・

2間で、東側柱列より1間少なくなっている。 1間 ×1間・ 2間 ×2間が多いこともあり平面形は

方形と長方形がほぼ半々ずつである。柱間寸法はほとんどが1.6～ 2。 4mで、面積は建19の 4.2m2か ら

建 4の 30.6m2ま でが存在する。例外もあるが、1間 ×1間は柱間寸法約2.2mで面積約 5m2、 2間 ×

1間はバラつきの大きい柱間寸法で面積約10m2、 2間 ×2間は柱間寸法約1.8～ 2mで面積約15m2、

3間 ×2間 04間 ×3間は柱間寸法1.6～ 2。 4mで面積は今回の調査では大形の20m2以上の建物に収

束されそうである。このうち 1間 ×1間の建物址は今回の調査で検出された竪穴住居址より小型で

あるが、それ以外の建物址は規模に大差はない。特に 2間 ×2間の建物址は竪穴住居址と規模・平

面形においてほとんど差異が認められない (第 35図 )。 したがって建物址の寸法・規模にそれほど厳

密な規格があったとは考えられない。むしろこのグラフからは竪穴住居址により規格性が認められ

そうである。

建物の構造では総柱式は 2間 ×2間の 2棟 (建 2013)のみで他は全て側柱式の建物であった。

柱穴の掘方は全て坪掘で平面形はバラつきのある建 1を 除いて全てが円形のものである。また建

203では四隅の柱穴が大きく掘られている。柱痕の観察ができたものは二段底を呈すものに多い。

第35図 _建物址い住居址相関図

建物址
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次に集落内での建物のあり方について検討を加えたい。今回の調査では19棟の建物址に対し竪穴

住居址は43軒検出されている。これらは混在しており1地区を除いて近接している。特に 2地区東

では建 509・ 17、 建 6,7011と 建物址同志、また竪穴住居址間の重複がみられる。これらの状

況から竪穴住居址と建物址がセットとなって存在したことが予想される。また 1地区と3地区では

面積15m2以上の建物址が存在しないのに対し、2地区ではほとんどが15m2以上の建物址であること

など建物のあり方には相違がみられる。建物の時期については僅かな切 り合い関係と、柱穴内から

の出土遺物からでは漠然とした時期 しか求められなかった。まず 1地区では建18の遺物がIV期以前

を示しており、近接し主軸方向の同じ建12も 近い時期 と考える。2地区では建 4が 12住に切られⅢ・

Ⅳ期以前に、建 607011が14住に切られⅥ OⅧ期以前に位置づけられる。なお出土遺物では建 7

が最 も古い段階を示している。また建 1は遺物がV期以前の様相を示 してお り南にある 2住がⅣ

～V期で該当し、主軸方向もN-11°―Wと N-80.5° 一Eで対応する。同様に出土遺物 と位置、主軸

方向から建 3が11012013住 、建 5が 5014住、建10が 304住あたりと関連が求められそうであ

る。 3地区では建15の遺物がIV期以前を示しているが周辺で該当する時期の竪穴住居址は確認して

いない。建16019は主軸方向が若千異なるが周辺のV～Ⅶ期の竪穴住居址と、建14も 周辺のX期の

竪穴住居址との関連が考えられる。

以上19棟の建物址について概観 してきたが充分な分析・検討ができず、特に建物の性格 と集落内

での位置づけに課題が残った。最後に島立地区ではここ数年の調査で多数の建物址が検出されいる

ので、今回の調査で検出された建物址を昭和59060年の松本市教育委員会の島立南栗遺跡の調査で

検出された建物址と比較して、その特徴を列記すると以下のとおりである。

l、 規模が/Jヽ さい。

2、 2間 ×2間の建物址が多い (59年 -15棟中 2棟、60年 -11棟中 1棟 )。

3、 方形の掘方をもつ建物址が存在しない (59年 -15棟中 5棟、60年 -11棟中5棟 )。

また特殊な例 として全柱穴に焼土がみられた建10があげられる。柱穴内に炭化材等がなく検出面で

も異常が認められないこと等から火災建物とは考え難いが、このような状態を示す理由は検討が必

要であろう。

2)柵列

柵列は 2地区南東、 3地区北西隅に各 1基を検出した。ともに4ヶ のピットより成 りほぼ南ゴL方

向を示す。1は 6住の西に検出され90× 80× 52cmの 範囲のピットで、規模は4.2mを 測 り深 くしっか

りとしている。このうち2ヶ は二段底に柱痕を残す。2は 自然礫中にあり90× 72× 26cmの範囲内の

ピットで浅 く規模は4。 4mを測る。 2基とも覆土中に遺物はみられず時期決定は不可能である。
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表 1 建物址・ 柵列一覧表

柱 穴 規 模 (cm)

柱痕につい

ては, ピッ

ト底面より
の深さを表
わす

3間 ×2間

5.5× 4.7(4.0)

桁 1.7～ 2.0

梁 1.9～ 2.4

長方形

側柱式

N ll° W

P7よ り新

2地区,南東に位置す る。

柱穴の掘 り方は円形で,特に四隅の ものが

深 くしっか りしている。

P20,21,22,26は 浅 い 2段底 を呈 し鉄分

を沈澱させ た柱痕が観察出来 る。

柱痕あ り0)2間 ×2間

3.0× 3.0

桁 1.5

梁 1.5

N10° W

柱痕あ りけ)

柱痕あ りに)

柱痕あ りOD

2地区東側に位置する。

P41がやや南により, P40～ 41の柱間寸法

が大 きくなっている。柱穴の掘 り方は円形

で特に四隅の ものが大 きい。 P35～ 40は二

段底 を呈 し,柱痕が観察できた。

2間 ×2間
4.0(3.8)× 3.9

桁 1.3～ 2.0

(2.5)

梁 1.9～ 2.0

N 73・ E

柱痕あ りに)

柱痕あ り

“

)

15住貼床下 2地区東端に位置 し,土渡 3.4を 切 り12住

に切 られる。

桁の柱間は中央の 2ヶ を広 く取ってあ り,

東では,そ の間に lヶ 柱穴 (P50)が 入る

柱穴の掘 り方は円形で,比較的大 きくしっ

か りしている。

P47は 2段底を呈し鉄分が沈澱した柱痕が

3(4)間 ×3間
6.8× 4.6(4。 4)

桁 1.7～ 3.2

梁 1.5～ 1.6

不整楕円形

柱痕あ りl131

2地区,南西に位置す る。

Pl覆土中に,20m大の礫あ り。

P3, P13は 覆土異な り関係 ないピッ トと

考える。
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平面形

主 軸 方 向 規   模

(m)
柱 間 寸 法

(m)

柱 穴 規 模 (cln) 柱  穴

平 面 形

柱穴備考 建 物 址 所 見

柱配 り 長径 短径 深 さ

楕 円 形 観察出来 る。

円   形

円  形

楕 円 形

楕円形か P43よ り旧

楕円形か P51よ り旧

方 形

側柱式

N ll° W 2間 ×2間

4。 1× 3。 9(3.5)

桁 1.8～ 2.3

梁 1.5～ 2.0

円   形 2地 区中央やや東寄 りに位置し,建 17に き

られる。

柱穴の掘り方は,円形で比較的小さく浅い

円  形

(不整円形 )

円  形

不整円形

円  形

楕 円 形

不整円形

方 形

側柱式

N 6° W 2間 ×2間

5。 4× 5。 2(5.0)

桁 2.4～ 3

梁 2:4～ 2.6

円  形 2地区,東側に位置 し,建 7を 切り,14住

にきられる。

柱穴の掘り方は円形で比較的深 くしっかり

している。 P70底に花同岩がある。

不整円形

不整円形

円  形

不整円形

不整円形

不整円形

長方形

側柱式

N l° E 3間 ×2間

6.8× 4.2

桁 2.0～ 2.5

梁 2.0～ 2.2

|(楕 円形 ) 2地区東側に位置 し,建 6,14住 に切 られ

る。

P73,74に 対応する柱穴は,検出されなか

った。柱穴の掘 り方 は円形。

(円形 )

(楕円形 )

不整円形

不整円形

楕 円 形

楕 円 形

台形 ?

側柱式

N 5° W 2間 × 2間 桁 2.2

梁 1.3～ 2.3

不整円形 2地区北東に位置す る。

15住床面 を精査 したが、柱穴は検出されず

P93覆土 も,他の柱 穴 と同様であった。従

って柱間寸法 にバラつ きがでるが 2× 2間

で,15住 との切 り合 いはない と考える。柱

穴の掘 り方は円形で浅い。

P91,92は それぞれ こぶ し大石 3～ 4個 を

覆土中に合む四隅の ビッ トはいずれ もやや

深い。

不整円形

不整円形

不整円形

円  形

円  形

楕 円 形

方  形 N16W 3(2)間 ×2間

4.4× 4.6(4.4)

桁 1.4～ 2。 3

梁 2.3

不整円形 2地区中央に位置 し,建 17に きられる。

東側柱穴 4ヶ ,西佃l柱穴 3ヶ 検出されてい楕 円 形
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平面形

主 軸 方 向 規   模

(m)
柱 間 寸 法

柱 穴 規 模 (cm) 柱  穴

平 面 形

柱穴備考 建 物 址 所 見

柱配 り 長 径 短径 深 さ

側柱式 楕 円 形 る。柱穴の掘 り方は円形。

楕 円 形 柱痕あ りに)

不整円形

楕 円 形

楕 円 形

不整楕円形

不整楕円形

長方形

側柱式

N 3° W 2間 ×2間

5.2× 3.6

桁 2.6・ 5。 2

梁 1.7～ 2.0

円  形 2地区,中央やや北西寄 りに位置す る。

柱穴の掘 り方は,円形 でやや小型,すべて

の覆土中に焼土塊が混入 している。梁,桁

は南惧1の柱間寸法が大 きく,そ の部分東側

にはP120,121があ り,覆土 も上記同様

で,確かに建物に伴 うものである。 P l13

にこぶ し大石 2個あ り。

不整円形

不整円形

不整方形

不整円形

不整円形

不整楕円形

不整楕円形 梯子用

ピット長 方 形

長方形

側柱式

(N 2間 ×1間

4.6× 2.0

桁 2.2～ 2.4

梁 2.0

円  形 2地区東側に位置する。

柱穴の掘 り方は円形で小 さい。14住 に切 ら

れていよう。

円  形

円  形

不整円形

方 形

側柱式

N 60° E 1間 ×1間

2.5× 2.2

桁

　

梁

2.5

2.2

152 不整楕円形 1地区北側に位置する。

柱六の掘り方は円形で大きくしっかりして

いる。

不整楕円形 柱痕あ りに)

不整円形

不整円形

方 形

総柱式

N 12° W 2間 ×2間

3.6× 3.2

桁 1.8

梁 1.6

円  形 1地区北側に位置する。

柱穴の掘り方は円形で深 くしっかりしてい

る。

P172に 対応する,北西隅の柱穴は検出さ

れなかった。

不整方形

不整円形

不整円形

不整円形

不整円形

楕 円 形 柱痕あ り(ω

不整円形

方 形

側柱式

N 5° W 2間 ×2間

3.8× 3.8

桁 1.9

梁 1.9

不整楕円形 柱痕あ り(38 3地区東側に位置する。

柱穴の掘 り方は円形で,桁にあたる柱穴は

規模が大 きくP181,185は小 さい。

P183に 対応する柱穴は,検出されなかっ

たハ

不整円形

不整円形

円  形

楕 円 形

円  形

―- 57 -―



平面形

主 軸 方 向 規   模

(m)
柱 間 寸 法

(m)

柱 穴 規 模 (cm) 柱  穴

平 面 形

柱穴備考 建 物 址 所 見

柱酉己り 長 径 短径 深 さ

円   形

長方形

側柱式

N 8° W 2間 × 1間

3.6× 3

桁 1.8

梁 3.0

不整円形 3地区南東に位置 し,土墳15を 切 る。

柱穴の掘 り方は円形。35住 との切 り合 いは

柱穴が検出されず不 明。

不整円形

円  形

長 方 形

不整円形

方 形

側柱式

N 2° E 1間 ×1間

2.2× 2.1

桁

　

梁

2.2

2.1

不整円形 3地区西側に位置す る。

柱穴の掘 り方は円形 で浅い。 P218は覆土

中に20cm大の石あ り。

不整楕円形

不整楕円形

不整楕円形

長方形

側柱式

N 78° E 2間 ×1間

5。 7× 1.8

桁 2.4～ 3.2

梁 1.8

円  形 2地区中央に位置 し,建 5, 9を 切 る。

柱穴の1掘 り方は,円形で小 さい。

覆土は灰褐色土の単 層

不整楕円形

円   形

不整円形

楕 円 形

長方形

側柱式

N 60° E 2間 ×1間

3.0× 2.6

桁

　

梁

1.5

2.6

不整円形 1地区北側に位置す る。

柱穴の掘 り方は円形 で大 きい。 P155は二

段底 を呈 し,深い柱痕 (黒褐色土)が観察

出来た。

不整楕円形 柱痕あ り(22

不整楕円形

円  形

長 方 形

不整楕円形

側柱式

N 87° W 1間 ×1間

2.2× 1.9

桁

　

梁

2.2

1.9

円  形 3地区北西際に位置する。

P222に 対応する柱穴は検出されなかっオ

柱穴の掘 り方は円形

楕 円 形

不整円形

柵  列

NQ

平面形

主 軸 方 向 規   模

(m)

柱 間 寸 法

(m)

柱 穴 規 模 (cm) 柱  穴

平 面 形

柱穴備考 柵 所 見

柱配 り 長径 短径 深 さ

E 8° W 間

　

　

・
２

方   形 2地区南東に位置す る。

掘り方は円形で深い。不整円形 柱痕あ り00

楕 円 形 柱痕あ り00

円  形

E 10° W 間

　

　

・
４

不整円形 3地区北西隅に位置す る。

掘 り方は円形で浅い。226 不整円形

227 円  形

円  形
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2m

I:ロ ーム塊 (0.5cm)多量混入灰褐色土

Ⅱ :暗灰褐色土

Ⅲ :ロ ーム塊 (0.5～ 2.Ocm)混 入黒褐色土

Ⅳ :Ⅲ よリローム塊多量に含む

V:ロ ーム塊 (0.5～ 2.Ocm)多 量混入黒褐色土

II′ :Ⅱ より灰色強い

最上層Hの場合は、上面に 1層 と非常に強い。

良 く似た土を持つが、分層は出来ない。
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建物址12 A～ B
建物址18 C～ D

I:明 灰褐色土 (上部に鉄分沈澱見える)

Ⅱ :ロ ーム塊 (1.0～ 2.Ocm)混 入明灰褐色土

Ⅲ :ロ ーム塊 (2.0～ 5.Ocm)混 入黒褐色土
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混入黄灰色土
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I:礫 (3cm)混入黄灰～暗黄灰色土 (弱 粘性 )

I′ :礫微量・炭化物混入暗褐色土 (弱 粘性 )
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第46図 建物址190柵列 102

A       A′
597.23m

I:礫 混入暗黄褐色土
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建物址 19
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一

I:ロ ーム塊 (0.5～ l cm)少 量混入灰褐色上
I′ :灰褐色土

Ⅱ :暗灰褐色土

Ц:ロ ーム塊(1～ 3 cm)混入暗褐色土

A′

I:細 礫混入暗黄灰色土

II:灰 色土塊、礫混入茶褐色土

ⅡI:礫混入暗褐色土

Ⅳ :暗黄灰色土

馳
０上o

一- 69 -―



3.土墳・溝

1)土墳

今回の調査でピット・土墳の総数は251基 である。これらのうち建物址・柵列として把えたものが

142基、残 り109基のうち規模の大きいもの、遺物を多く含むもの等を土墳として扱った。地区別に

みると1地区からは全 くなく、 2地区13基、 3地区 5基 を検出した。これらの平面形は長方形 2、

楕円形 8、 その他 8である。規模は最大の10で 139× 112cmを 測るが、長軸が60cmに満たないものま

で様々である。覆土は 2地区東のものは概して黒褐色、同西では灰色系、 3地区東では黄褐色と場

所により異なっている。以下図示したものを中心に特徴的なものについて若千ふれてお く。

1は 2地区南東に位置する。136× 90cmの 均衡のとれた長方形を呈し7住を切る。検出面よりの深

さは10cmと 浅いが覆土はローム塊を多量に含む黒褐色で直後埋没の可能性がある。墓址であろう

か。 2は 2地区西にあり98× 70cmの 楕円形を呈す。深さは10cm程で覆土は焼土を含む灰色土であ

る。遺物は土師器の甕、小型甕の破片を多く出土し、時期はⅣ期以前とする。 9は 2地区西にあり

10に切られ、114× 90cm程の楕円形を呈すものと推測する。遺物はⅧ・IX期 に該当する土師の不片を

出土している。なお10は 遺物が皆無である。14は 3地区西に位置し64× 45cmと 小型の楕円形を呈し

29住 を切る。検出面よりの深さは14cmを 測 り、覆土は礫を含む暗褐色土で炭化物が混じる。遺物は

29住 と非常に近似しX期に該当する土師器坑の高台を出土した。16は 3地区東、建15の北に位置し

80× 56cmの不整形である。遺物は非常に多く土師器の婉、生焼けの須恵器の不がみられX期を与え

る。17は 16住に切られ全容は明らかでない。縄文時代晩期に属する深鉢の胴下半 4分の 1量程の出

土をみた。縄文時代に属する唯一の遺構である。以上この17を 除くと覆土等より2地区に比較的古

いものが集中し、 3地区に新
1し いX期のものが集中していることがわかる。

2)溝

溝は 2地区北に東西に走るものを唯 1本検出した。幅は6.7～ 7.6mで西から東へ向けて流れた自

然流路である。数ヶ所にトレンチを入れ断面を観察したところ、鉄分の沈澱等により数次にわたり

左右に流れを変えた様子が窺える。周囲には15～ 19住および建 8010等の諸遺構が見られるが、こ

れらの遺構 とある程度の間隔をとっていることからこれらの諸遺構より古い時期からの存在が考え

られる。なお断面を見ると溝際に焼土および炭化物が認められた。周囲の精査を試みたが、同一検

出面ではプランを確認できず、現検出面の時期とはかなり隔てた時期の遺構と思われる。なおこれ

については未調査のため溝の成立時期を断定することはできなかった。遺物は多く須恵器の高不、

長頸壺、土師器では内黒塊、不、甕、灰釉碗等があり、この他に馬歯が見られた。
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焼土塊 (1-2 cm)多 量混入灰色土
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ユ
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D        D′
597.16m

(29住覆土)

礫炭化物混入暗褐色土

0           1

土墳 10

α・

2m

Ⅵ :細礫層

Ⅶ :灰 褐色土

Ⅷ :焼土

測 :炭 化物

X:鉄分沈殿 V:鬼板状 となるところ

第47図 土墳・溝
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==フ ==フ

T597.10m
ローム塊 (0。 5～ 2 cm)多 量混入黒褐色土

ノ

†

十

土墳 9

I:砂礫層

Ⅱ :砂層

Ⅲ :粘質灰褐色土

Ⅳ :粘質褐色土

(Ⅳ
′
・V′  は鉄分を沈殿させている)

V:礫層
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第 3節 遺 物

土 器

1) 出土土器の概要

今回の調査では、各種の遺構覆土・底面および検出面から多量の土器の出土をみた。出土状態に

ついては、第20号住居址の例を除くと、遺構内に一括廃棄または配列した特殊な場合はみられず、

ほとんどが小破片から一括品までが各遺構の覆土中および床面より、あまり偏 りなく出土する状態

であった。出土土器の種別の構成についてみると、土師器、須恵器、灰釉陶器が大部分を占め、微

量の縄文土器、弥生土器が伴っている状況であり、縄文土器の一括品が 1点、遺構から出土した以

外は、縄文・弥生土器が主体的に出土した遺構はない。土師器、須恵器、灰釉陶器は、形態および

製作手法上の特徴からみて、少量の古墳時代末期のものを含むが、その他はすべて当地方の奈良・

平安時代の土器様式の中に位置づけられるものである。以下の記述は専らこの土師器、須恵器、灰

釉陶器に的を絞って進める。

2) 出土土器の提示

各遺構および検出面から出土した土器のうち外形の図化可能なものの大部分については出土地′点

ごとにまとめて、すべてを提示した (第 52～ 89図 )。 総点数719点 にのぼる。図中の成形・調整等の

表現については第49図の様に模式化を図るように務めた。また図中の通し番号の横に「S」 または

「K」 とあるものは、その土器がそれぞれ須恵器、灰釉陶器であることを示し、なにもないものが土

師器である。図示した個々の土器のデータは観察表にしてまとめ、統―を図った。表中の項目で「種

別」は土師器、須恵器等の別を示したもので、後述する焼成の悪い須恵質の土器 (須恵器杯E)も

ここでは須恵器とした。また、「器形」は次段の「 3)出土土器の器種分類」の内容に伴うものであ

り、「残存度」は図化する際の水平の基準線を求めた口縁部 (底部)の残存度合いである。「色調」

について灰釉陶器のみは「内面」の項に釉調を記してある。

次にヽ各遺構毎の出土土器 (群)の様相の提示については、従来のように図化可能なもののみに

よってでは、これを忠実に行い難いという認識に基づき(1)、 当該遺構出土のすべての土器を可能な限

り器種分類・細分 し、それら毎の計量 (重量の測定あるいは破片数の数え上げ等)に より行 うべき

と考える。ただし今回は時間的制約と資料数の問題によりそれが完全に果たせないので、図化した

ものによって大枠で推定した各時期段階 (第 3章第 4節)を 遺構の記述において示すに止めたい。

3) 出土土器の器種分類

各種別における、不や甕等、従来用いられている大まかな器種の中に、更に外形・手法上の共通
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1第48図 土師器食膳具の器種細分
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性を有する小群が認められる。器種を細分しこの小群を規定、把握することにより、以後の土器記

述の便を図るとともに、個々の土器間の器種内における共通′点と相違′点を明確にし、前段で述べた

各遺構毎の出土土器の様相を器種組成の量的な比率で示す作業により細かい視′点が与えらることに

なる。

具体的な分類・細分の方法は、まず土師器、須恵器、灰釉陶器を従来使用されている不、甕など

の呼称で大枠に分け (形式)それらが更にいくつかの群により構成されていると見なせた場合、細

分していく(小形式)。 この時の観点は、主に外形と、観察できる成形、調整痕の比較 とに基づいて

いる。この方法と内容は、基本的には南栗遺跡第二次調査の器種分類 (文献 1)を踏襲したもので

ある。このため当遺跡では今回は偶然出土しなかったが、南栗遺跡で既に出土してお り、その時期

に存在すると推定される器種t器形が空番となって組成の中に含まれることもあるので、そこは南

栗遺跡の例を参照されたい。土器観察表の器種の覧の表記は本項の内容 と対応する。

① 土師器

不・ナ宛・皿・鉢・甕・小形甕・高不等の存在が認められる。不・婉類には黒色土器(aと 呼称される

内面黒色処理されるものが多数あるが、ここでは土師器として扱う。

不・婉・皿・鉢等の食膳具の器種細分は第48図の通りである。ttC O ttBは 今回の調査で良好な

個体が得 られなかったため図示していない。不Bは全形を示せるものがなかったため部分図となっ

ている。更にこの細分図を使用するにあたり、いくつかの留意点がある。第 1に 、不Aは他の不と

の区分の基準が単にロクロ不使用ということであるため、南栗遺跡 (文献 1)では、今回に較べて、

内黒のものとそうでないもの、体部に稜をもつもの、等の多様性があった。第 2に、不Cお よび婉

Aに は図示した個体 と相似の外形をとりながら、ひとまわり大きい寸法をもつものが存在する (挿

図 2)。 同様に不Dも 大小に寸法が分化しているが、先の場合と分化の方向や、外形が異なるため両

方を図示 した。第 3に、不Eの 2者の違いは寸法分化のためではなく、時期差による急激な型式変

化によるものと考えられているため、双方を示してある。第 4に、婉Bの下段に示した高台が足高

となる個体は、本来独立した器種としてここから分離される可能性があるが、今のところ資料が少

ないため系譜の検討が不充分で、便宜的に婉 Bに含めたものである。第 5に皿Xは、婉 Bの足高高

台のものと同様の理由で、便宣的に一括した。

甕の器種細分は第49図 の通 りである。ttB・ 甕 C・ 甕Dは良好な一括品に恵まれなかった。ttA・

甕Gも 全体的に出土量は僅少である。ttEは今回出土の甕の大部分を占めている。この甕Eは 、胴

部外面に密に縦のハケメが施される比較的薄手のもの、として一括したが、口縁部・胴部内面の調

整や外形に多様性がみられ、更に細分が可能である。また、甕Eの胴部上半の縦位のハケメが消え

て、ロクロナデ、時にカキロのつ くものが少数存在する。若千検討の余地があるので今回は細分図

に示さなかったが、独立したひとつの器形をなしていくものと考えられる (468)。

小形甕の器種細分は第50図の通 りである。小形甕A・ 小形甕B・ 小形甕Dは南栗遺跡その他でそ
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第49図 菱の器種細分

の存在が認められているが今回は確認できる良好な例がない。ガヽ形甕 Cも 出土数は僅少である。小

形甕 Eに は、基本的な外形や調整手法は共通するが、日径・底径の大 きさ、胴部の形態等が形式変

化し若干異なった外形からの印象をうけるものも多く、更に細分が可能である。この小形甕Eと 小

形甕 Fで今回出土の小形甕の大部分を占めるが、いずれも寸法のバラツキの幅が大きい。

以上の他に、高不 (6730674)、 耳皿 (333)、 器種不明のもの (436)等の土師器があるが少量で、

細分は行なわない。

② 須恵器

蓋・不・高不・長頸壺・短頸壺・聴・橋鉢・四耳壺・大小各種の甕・環状把手付壺・鉢・横瓶・

小瓶等多様な器種がみられる。しかし全形を知 り得るものは蓋・杯類がほとんどである。これらの

み器種の細分が行える (第 51図 )。
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第50図 小形甕の器種細分

蓋では、不Aと 組み合わさる蓋Aの 出土がなかった。ttBも 少量である。ttCは最も出土量が多

く、口径等の寸法、つまみや端部の屈曲の形態に多様性があり、更に細分できる可能性がある。

不では、不A(立ち上がり部と蓋受けを有し、蓋Aと の組み合わせが想定されているもの)がみ

られない。不Bも 多様性がなく、南栗遺跡で 4種に細分した内の「不B-2」 が若干出土している

程度である。これに対し有台の不 C、 糸切 りの不Dは 多数出土している。不Cでは図示した通 り、

大・小および深の他、小不 (626)さ え揃っており(不 Dでは二次底部面をもつもの (上段)か ら、

底部より直線的に体部のひらく外形のもの (下段)ま でみられる。粗悪な胎土と軟質な焼成により

規定される不Eに ついては、出土例は多いが市栗遺跡で指摘した通り、色調・焼成の面で土師器不

Dと ごく微妙な異なりをみせるだけのものも多い。外形も下段の須恵器不Dよ りもむしろ、土師器

不D(ま たは不B)に近いものがあり、ここでは南栗遺跡の結果に従い便宜的に須恵器の一種 とし

てひとつの器形に独立させておくが、今後、見直しが必要となる可能性がある。

③ 灰釉陶器

碗・皿・長頸瓶がある。土師器・須恵器に較べて出土量は少ない。碗に寸法の大小が認められる

他は、今回の資料では細分の要素はない。

3)そ の他の土器

微量であるが縄文土器、弥生土器が出土しているのでここで角虫れたい。718は 土墳17か ら出土 した。

縄文時代晩期末の深鉢で外面がケズリ後 ミガキ、内面は口縁付近がケズリ後 ミガキ、それ以下がケ
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ケズリ 1糸
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第5!図 須恵器食膳具の器
1種

細分

ズリを行っているのが観察できる。大形の破片であり、土墳17に伴う時期のものであろう。719は 第

28号住居址 (平安)の覆土から出土した縄文中期中葉の深鉢片である。器面の磨滅が著しいがこの

時期の資料については、今回調査地から南東へ500m程はなれた昭和59年度の調査地の古代の検出面

より約 lm下層で多数の出土をみており0、 案外、付近に遺物の存在する可能性もあろう。弥生土器

はヽP145内 と2地区の検出面からガヽ破片が数点出土している。P145の ものは壺の大きく外反して開

く口縁端部で、外面に口唇から垂れ下がるように凸帯が貼 りつけられていた痕があり、口縁端部の

み赤色塗彩がみられる。 2地区検出面出土のものは、外面を赤色塗彩され、内面に細かいハケメを

もつ壺の胴部片と、内外にハケメをもつ破片である。いずれも後期に属するものと考える。

5)古瓦

第28号住居址床古より丸瓦一片のみが出土している。上下端部が欠損しており残存部の最大幅は

15。 lcmである。器厚は比較的厚 く1。 9cmを 計る。粘土板巻きつけによる成形と思われる。凸面には

大さ2～ 3mmの縄叩き目痕、凹面には荒い布目痕が残っている。三分割の後左右端部はケズリ調整

が行われている。酸化烙焼成によるものであるが硬質である。胎土には長石が混入する。

註 : 文献 1:松本市教育委員会 1986 『島立南栗遺跡』 P79

2 小笠原好彦 1971 「丹塗土師器 と黒色土師器――土師器における二次的表面加工の問題について一―」『考古学研究』18-2
3 文献 2:松本市教育委員会 1985 『島立南栗・北栗遺跡、高綱中学校遺跡、条里的遺構』
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Ｅ
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醒
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Ｃ
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０
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2 銅 製 品・鉄 器

鋼製品としては帯金具が 1″点ある。近年の島立地籍では南栗遺跡より3点が出土した。(1)1は縁

辺を一部欠損しているが、 3個の小突起をもつ半円形に近い形状をなしている。 3個の小突起のう

ち裏面、左側下部はかろうじて突起の痕跡をうかがわせているが、縁辺部分が肥大しており小穴部

分をも一部覆うような状態を示している。片側に何らその様な痕跡が認められないことから変形し

たものかと思われるが、詳細は不明である。

鉄器およびこれらに関する類のものは51点あり、内訳は鉄器33点、鉄滓15点、溶滓 3点である。

鉄器は腐蝕が著しく類別できたものは紡錘車、鑓鉤、刀子、鉄鏃、鋤頭等 8種 18′点で残 り15′点は不

明品として扱った。

紡錘車は 3′点ある。41号住居址からは 2点あり11は軸部を一部欠損しており、他に紡錘車の軸と

思われるもの (10)が見られるが、軸の径等から見ると11と は別個体 と思われる。一方29号住居址

の 9は腐蝕が著しく進んでおり錘部のみである。

24は鑓鉤の一部と思われる。断面を見ても刃部の形状は分らないし茎部の一部を欠損しているも

のと思われる。

刀子は502が刃部 と茎部の関係が比較的はっきりしている。共に茎よりも身の幅が刃部側に広

くなっている。また 5号住居址出土の607はそれぞれ刃部と茎部で同一個体であろう。

23号住居址出土の15は 平根鏃である。鉄鏃はこの 1″点のみであり、平安後期においては稀有な遺

物と言えるであろう。祭祀にでも使用していたものであろうか。

鋤頭は昭和59年度調査の南栗遺跡で 2点出土している。28は U字形を呈し両端を欠損している。

残存部分における全長が16cm程度で完形時の全幅は18cm弱 と推定する。欠損箇所で見ると、一枚の

板材を二つ折 りにして端部を内側に折 り返し木質部装着部分 とした様子が窺える。

上述の他釘と火打金具、針および工具の一部と思われるものがあった。釘 (21)は角釘で頭部が

扁平になっていると思われる。

また不明品として扱ったもののうち29に ついて若千ふれておく。断面円形の棒状の片端に鬼状の

ものが付いており状態は完形となっている。塊状のものは上方から見ると2枚のプロペラが巴状に

位置するように見えている。プロペラ状のものは先端部が刃の様に鋭いのか、或いは鈍状になって

いるのか腐蝕のため分らない。

註 1 昭和59年 度調査分 2点は方形状の もので、同60年度調査分 1点は腐蝕が著 しく種類の判別が勘 だ困難であるが、帯金具の一部ではないか と思われる。
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表 3 銅製品・鉄器一覧表

出土遺構 種  別

長 さ

(mm)

幅 (径 )

(mm)

厚 さ

(mm)

重 量

(g)
備 考 図 NQ

5 住 帯  金  具 銅製品 ,縁辺欠損

2 住 鑓 鉤 5。 55

不 明

鉄 滓 133.28

5 住 刀 子 身の一部

刀 子 (4.72) 茎の一部

6 住 茎 一 部

9 住 鉄 滓 47.83

14 住 不 明 (9。 39)

鉄 滓 26.67

15 住 刀 子 (13.85) 身一部欠損

溶 滓

17 住 不 明 (127) (42.62) 工具か

20 住 角 釘

針 J字状

不 明 (18。 27) 素材か,土器付着  (重量は土器 を含む )

鉄 滓

23 住 平  根  鏃 36.43

刀 子 (124) (30.57) 身および茎欠損

火 打 金 具 (15.22) 片端欠損

不 明 (15。 62) 車 か

不 明 (13.77) J字状

鉄 滓

24 住 不 明 48/10 299.18 (径は大い端部 と平均的なところとをとった)

25 住 鉄 滓 71.28

26 住 刀  子  か (6.55) 身の一部

27 住 鉄 滓 159.65

28 住 不 明 両端欠損,中 心部に豚あ り

不 明 (7.68) 釘か,片端欠損

鉄 滓

溶 滓 32.00

29 住 紡  錘  車 (70.91) 両軸部欠損

30 住 不 明 (14.38) 工具か,片端欠損

31 住 刀 子 中間一部欠損

32 住 不 明 28.46 両端欠損

34 住 不 明 39。 49 素材か,板状

35 住 鉄 滓 17.58

41 住 紡  錘  車 (181) (85。 98) 両軸端欠損,他に軸部 3片 あ り (総重量7.26g)

軸 (13.59) 紡錘車の軸の一部か

刀 子 12.08 両端欠損

刀 子 身の一部

不 明 5,72 先端曲折

溝   1 溶 津

2地区検出面 鋤 頭 (158) (165) (406) 両端欠損

不 明 (7.39) 工具か,先端扁平,他端 (茎 ?)欠損

不 明 (7.96) 一部

鉄 滓 463.47 2点

3地区検出面 鉄 滓 436.36
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第90図  銅製品・鉄器
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第91図 土製品・ 石器

3 土製品 0石器

今回出土した土製品・石器等は非常に少ない。 1は 14住出土の紡錘車の円盤部である。大きさは

6.0× 5.7cm、 厚さは4.3、 軸孔径0。 8cmで周囲はヘラにより面取 りされている。2は 28住出土の輔で

ある。他にも1点 (29住)あ るがいずれもガヽ片となっている。 3は祗石である。この種のものとし

ては普遍的な粘板岩が使用されている。下半部を欠くが現寸4V× 4.Ocm、 厚さ0.6～ 1.lcmを 計る。

隅に紐穴が穿たれ、携帯用として用いたものと思われる。 4は 13住 より得られた。20.9× 8。 6厚さ

3.2cm砂岩の細長い自然礫である。片面 (平坦面)に は2。 8× 2。 Ocmで被打痕が見られ両端部及び片

側部に敲き石の如 くのダメージがある。 5は 40住 より得られた凹みをもつ石である。12。 9× 9.5cm

厚さ6。 9(最薄部1.8)cm輝石安山岩製であるが縄文時代遺物のような磨きは周囲には見られない。

6は表採遺物である。13.1× 4.5、 厚さ3.5cmで ゆるやかに湾曲、一方は古い破損のままである。表

面瓦製の如 くに熱変の為のヒビ割れを生じ断面は黒灰色で長石・石英粒が中に見える。
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第 4節 小 結

土器について

土器の変化

第 3章第 3節で分類・細分 した各器種・器形 (一般の道具類についても)は、ある時期に祖形が

あらわれ、型式変化をとげながら絶対量 (生産量 0消費量)を 増し、やがて減 じ、ついには消滅す

る。各器種がそれぞれこの変化をたどりながら、その始″点と終′点をずらして横に並ぶのが土器 (道

具)の量と変化の相であるが、これを視覚化すると、まるで生物学で用いる種の消長を示す紡錘形

を連らねる模式図と同一になる (挿図 1)。

この模式図で対象を供膳形態の食器に絞ってみてみると、ある器種が最大幅を示して隆盛の時、

それに代替する機能 (こ の場合寸法・法量)の ものは衰退し、あるいは消滅している。次に、先の

隆盛した器種が衰えてくると、また同種に代替する器種が現れて盛んになっていく。消費地の生活

の変化により別の機能が求められ、別の好みが起ると、先からある器種は別の器種へ と変化をとげ

また新しい器種が発生したりする。この時も、前代までの古い機能の器種は、同一機能のものに代

替されたと同様に消滅していく。このような各器種の消長により模式図上にあらわれる量的な山と

谷を把むことにより、時期がある程度捉えられると考える。

土器の共伴について

上記の認識に立って作業を進める上で、①同一器種の型式変化の組列の把握、②器種間の共伴性

の認定、が問題 となってくる。これらの点については南栗遺跡の報告(1)で若干の説明を加えたが、第

2点について更に言及するなら、遺構内出土の土器であっても一括遺物とそうでないものの2者で

しかなく、後者は、ある時代の1つの土層 (包含層)に等しいとみなせる場合が多い。個々の遺物

でみるならば遺構内の出土地点や状態によっていくつかのケースがあり、それぞれに廃棄や投棄、

置き去りや転用等のパターンが見えてくる可能性があって、その面では必要な視点もあろう。しか

し1つの遺構出土土器群を扱い、その時期の土器の様相を探っていく資料にするためにはかえって

操作を困難にしてしまう。破片の大小や出土地点にかかわりなく、 1つの遺構出土土器を総体とし

て捉えて、各器種毎の存在の比率を計量により導き出し、その遺構 (覆土層)が もつ土器の様相と

する (図化可能な土器のみを提示した実測図は、この様相をある程度しか表していないし、時に誤

認をまねく)。

北栗遺跡の土器の様相

この方法に、上記①の型式変化の視′点を加えて、南栗遺跡では、住居址群が大きく4時期に分け

られ、その各時期に伴う土器をある程度以上の確率で明らかにすることができた。今回も同様の操

作を行い、結論を導き出すべきであったが、時間的な都合で土器の計量にまで至らなかった。この
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ため、ここでは先の南栗遺跡の成果を援用しつつ、各住居址の図示、非図示の土器全体の様相を大

雑把に捉え、各住居址の土器群の相対的な時期 (遺構の覆土層の時期)を導き出した (挿図 1)。

南栗遺跡では食器類の消長は、土師器不A・ 不C OttA、 須恵器不B・ 不C OttDが主体となっ

て、次の段階が指摘できた。

①土師器不Aが主体となる時期

②須恵器杯Bが主体となる時期 (須恵器杯Cが若干伴う)

③須恵器不Dが主体となる時期 (須恵器不Cがかなり多数伴い、むしろ杯Cが主体ともいえる)

④土師器杯Cが主体となる時期

(⑤それ以降)12p

遺物のみから見ると以上の様であったが、S59南栗遺跡の報告(の ではこれに遺構の切り合いも絡

めて、更に時期を細分した。この細分は、たとえば上記②の時期の古い要素、中間的なもの、新し

い相、というのをそれぞれ区切って数字を付したという性格をもつ。ここに示した左欄の模式図は

これらに他の器種も加えてその消長がわかり易くしたもので、I～ XIIが細分、①～⑤が上記の段階

分けであり、紡錘形の横幅は各器種の量を示すが厳密なものではない。右欄は今回調査した住居址

等が現段階で位置づけられる時期である。細分の時期をまたぐものは両時期の様相があるもの、矢

印で範囲が記されているのは、土器の時期が雑多で時期を決めかねるものである。

註 1 松本市教育委員会 1986 『松本市島立南栗遺跡』

2 南栗遺跡では⑤段階はなかった

3 松本市教育委員会 1985 『松本市島立南栗 0・北栗遺跡 高綱中学校遺跡、条里的遺構』                           ‐
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挿図1 食器の変遷および住居址の時期
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遺構について

今回の調査で検出した遺構は 1地区住居址 30建物址 3、 2地区住居址200建物 t■L120柵列 1、

3地区住居址200建物 t■L40柵列 1で、他に土墳 18、 溝等である。各地区の検出面を概観すると 1

地区は全体に良好な土質、 2地区は南東側土質で南西側は自然礫上に土が乗 り、 3地区は東端部土

質で中央部は自然礫上に土が乗 り西部では砂利層 となる。全体に南東部から北西部へ行 くに従い耕

作土 (有効土)が浅 くなることが分かる。

特徴的な住居址についてみると、一部が調査区域外 となる41住 を除 くと6.5× 7。 5mの 2住が規模

が大 きい。時期 もⅣ～V期 と古いもので遺物 も多く非常に長い煙道をもつ。また今回主柱穴を検出

できた唯 1軒のものである。17住のカマ ドは重機削平部外に位置したため袖石・天丼石などが当時

のまま残っていた。壁掘込みのもの、石芯 となっているものは多いが石組カマ ドは少な く、完全な

状態で検出できたのは幸いであった。20住は今調査では最 も新 しいものでXII・ XIH期に属する。主

要遺物は西壁際床面上に置いた如 くに出土した。また本址のカマ ドのみがコーナー (隅)に位置 し

ていた。

次に建物址についてみると19棟のうち総柱式は 2棟である。 1間 ×1間のものから4間 ×3間の

ものまであり、 2間 ×2間が主流を成す。遺物・酉己置などから周囲の竪穴住居址と関連づけられた。

3間 ×2間の 7は際立って古 く遺物は 7世紀後半の様相を示すが、今回調査した竪穴住居址にこの

時期のものは存在しない。また10は 2間 ×2間の側柱式で南東隅に2ヶ の小ピットが付属すること

を
1覆

土から確認した。この小ピットはやや斜めに掘込まれ高床式建物への梯子が 2本の足であるこ

とを示している。

溝は断面から自然流路と考えられるが、覆土中の遺物、周囲の住居址などの時期から奈良時代か

ら平安時代後期の間は存在していたと思われる。

この他 2地区北東部には縄文晩期の遺物を出土した土墳、検出面から塗彩された弥生時代の土器

片を得ており、溝下部に認められた焼土と突合わせれば、土質の良好な検出面下の一部にはもっと

古い時期の遺構が存在した可能性がある。

なお今回調査した範囲内で時期別占地の傾向をみると、不明瞭ながら2地区の南東側にⅧ期以前

のものが集中し、X期 という新しいものは 3地区東に点在している。このことから古い時期の集落

の中心は調査区域外東側にあったものと予想する。また珍しく今回は中世の遺構・遺物は殆んど見

られなかった。これはこの検出面まで一度に重機で削平したためであろうか。
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第 4章 島立条里的遺構

第 1節 各地内の概要 と遺物

北栗地内

ここは (北栗遺跡 3地区北方100m)に位置し西方120mで 中央道を隔て lT(1)の 東端に達する。現

水路で見ると鬼沢は中央部分で南北に分派し、水量の多い南の堰は北栗遺跡として調査した 2、 3

地区の間で東流してきたくぬぎ沢と合流する。又北へ向かった水量の少ない堰 (水路A)は界沢か

ら分流した小堰 (水路B)と 一部合流し更に東へ (水路C)或いはそのまま南流 (水路D)②する。

この合流地点が調査地である。

調査面積は約170m2で土層断面で見ると、東側では50～ 60cm、 北側で50cm、 西側で90～ 100cmで鉄

分を沈澱させた礫層が露出し、この面を検出面とした北栗遺跡の調査地や、他の2ヶ 所の条里調査

地と比較すると、この礫層出現は地表よりかなり浅いレベルである。

水路について見ると、A、 B、 Cと も水路際に上流より運んで来た I層 を堆積させている。この

うちBに ついては、現水路以前に直下にⅢ"と 表示した古い水路が存在し、西側に杭を打ち込んで

いた様子を見る事ができる。更に検出面には一層鉄分を激しく沈澱させた溝の痕跡が認められた。

南へ向かい6m程でゆるやかに東へ向かっているが東面にはこの様子が見られず、また南側にあっ

た筈の水路Dも 見当たらない。この杭を入れたナ医がどこへ通じているのかは不明である。なお本調

査地からの遺物等はごく少量で土師器不、甕、須恵器甕等が見られる。すべて小片となっており検

出面より得ている。

永田地内

ここは永田集落の南東に当たり南40mに は界沢を隔てて 7TOが東へ伸びている。堺沢より引き

込んだ堰が西から入り (水路 E)、 同じく界沢よりの堰が南から来て (水路F)調査地′点で水路Eが

北方へ向きを変え、 2本が並流 (水路 G、 H)して北方約10m程で合流し、さらに北流して永田集落

にて界沢より既に分派して来た堰へ合流する。

本調査地の調査面積は約300m2と 条里 3地区のうちでは最も広い。検出面は茶褐色土で表土から
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はそれぞれ南側で70cm、 北倶1で60～ 90cm、 西側で90～ 100cmを 測る。

ここでは溝を 2本検出した。溝 1は西面に断面を見る事ができた。溝は北東へ向かい途中北へ分

派して末端は巾広 くなり消失してしまう。その深さはかなり不安定なものである。なお水路Eは溝

1よ り北へ 3m、 両者の間には間層が厚 く直接的に溝 1が水路Eに つながるものとは考え難い。溝 2

は南側断面に見えている水路 Fの直下に当たり、溝底部は砂利層中にある。北へ向かうが徐々にレ

ベルが深 くなるため人力では追跡できず、北側面C一 C'に も現れていない。 I層断面から溝 1と 比

較すると溝 2は先行するものと言えよう。現水路についてみると北へ並流する水路Gは Eと 、水路

Hは Fと つながるものである。前者は I層の堆積を残す後者より比較的歴史の浅い堰 と思われる。

なお用地内中央やや東で土師器甕片を得ている。これらと検出した溝とをあえて時期的に結びつけ

るならば、溝 Iに近いものと考える。

町区地内

ここは栗林堰が新村から島立地区に入り、本流は小和沢、界沢へ向かうが分派した小堰は北へ向

かい80m程で水田の間を曲流しながら東下する。 (水路 I)0こ の堰 と界沢より分派して東へ向かい

更に北へ向きを変えた小堰 (水路 J)が当調査地にて合流し、このあと (水路K)35m程で宮沢に流

れ込んでいる。

本調査地の実質検出面積は約220m2でぁる。全体に茶褐色 となってからも10～ 50cm程掘 り込ん

だ。その結果西側で80cm、 南側で90～ 120cm、 北東部で120～ 150cmの深度となった。溝 3は北西隅

に出現し、今回調査のうちでも最も人為的と思われる、断面浅いU字型の溝である。これは東に向

かいC～ C'図 中のV層へ入っているものと思われる。水路 Iはほ場用図面に依るとこのやや北にあ

る筈であるが、土層から見て溝 3は直後の堆積に埋もれ、新しい水路には継続していない。これに

対し溝 4は南東部分に現われ、やや蛇行して北に向かう。西側はゆるやかな落ち込みを見せており、

当初広い自然流的なものではなかったろうか。南側面B～ B'の図を見ると土層的には溝 4が徐々に

水路 Jに発展していったものと考えられる。ttC一 C'に ついてみると南からきた溝 4は後に設けら

れた溝 3を利用しながらそれが水路Kに発展継続してきたものと考えることができよう。

なお本調査地からの遺物は全 く得られずただ検出面からの土色から推し測ると永田地区同様、古

墳末～奈良時代の検出面までは充分達しているものと考だる。

註  1 『松本市島立南栗・北栗遺跡 。高綱中学校遺跡、条里的遺構』 (1985)P130参 照

2 中信土地改良事務所作成ほ場用図面にはこのようにあるが、今回調査現場測図の際には水路は見当らなかった。

3 註 2と 同様

4 註 1と 同様
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I:砂 。小礫混入青灰色土

Ⅱ :砂質黄灰色土

Ⅲ :青灰色土

Ⅲ
′
:黄色土粒混入青灰色土
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第92図 調査地区全体図(北栗)
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第93図 調査地区全体図(永田)
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第94図 調査地区全体図 (町区)
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2

第95図 土器実測図

第 2節 小  結

まずこの場を借りて、出土土器について解説してみたい。

北栗地内分出土土器は須恵器5片、土師器 1片が出土している。器種は須恵器の長頸壺 10不 10

甕3片、土師器は不明でいずれも小破片で図示していない。不は底部が糸切りで、器形等からみて

9C前半代のものとみられる。

永田地内分からは100片以上の出土量があった。図示した3点はすべてここから出土したものであ

る。第95図 1は土師器の甕で大きく「く」の字形に外開する口縁が特徴となる。北栗遺跡分類の甕

Aに あたる。2は須恵器不Dの底部、3は大形の須意器の壺底部または小形の甕類の一部であろう。

図化できなかった遺物の組成は、最も多いのが須恵器甕、次いで同壺 (長頸壺と推定)、 同杯 (不 B・

不C片がみえる)と なる。土師器はほとんどが磨減した甕片で、木葉庄痕のある底部 1点の他、不

B片、婉A片が1点づつ観察できるのみである。

これらの土器の時期的な特徴は、全体的にみると供膳形態の食器類と土師器が少なく、須恵器が

多いことからみて、北栗遺跡の時期段階の③段階以前に位置づけられる。土器イ固々 にみると土師器

の甕Aは①・②段階に、また須恵器不Bも ②段階を中心に存在するものと考えており、古い様相を

示している。新しい様相を示すものは土師器の婉Aが④段階に位置づけられているが、他にこれに

類するものがない。上記の″点からみると、永田地区分の遺物は②～③段階を中心とした時期的な特

徴を表している。あまり適切ではないが歴年代をあてはめると7C末～9C前半位になろう。

調査で検出した溝、水路類との関係では、第1節で述べた様に溝 1がこの土器群の年代に近いも

のとすると、溝2は更に古くなるが今のところ島立で①段階以前の遺構はきわめて少ない。

町区分の調査で遺物の出土はない。
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今回は現在使用中の水路の歴史的経緯を探る為になるべ く水路の復走する3地′点を選び、旧水路

の検出とその時期・発展状況に注意して狭い範囲ながら調査を行ない土層を観察した。その結果は

すでに各地内の項で述べたように

(1)やや古い水路が堰床を上げたのみで現水路となる。 (北栗地内)

(2)現状の水路下に或いはす ぐ脇に時間的空間を置きながらも旧水路が存在した。 (永 田地内)

(3)自 然水路へ人為的水路を落としたが、後者は後に消滅し自然水路が管理されて現水路 となって

いる。

という具合であった。遺物或いは遺構との切り合い等により時期の求められた溝はなくその上限は

不明である。ただ旧水路が一旦途絶えた後、その直上 (溝 1と 水路E、 溝 2と 水路 F、 溝 3と ほ場

用水路)で偶然にも再び水路が現れてくるのは不思議である。なお中央自動車道部分の調査では北

栗遺跡より平安時代の水田址(1)が、又三の宮遺跡より「中世検出面上で現畦畔区画とほぼ一致する条

里遺構的な水田址(幼」を確認しており、これらがどのような範囲で何時より開始されたか興味ある間

題である。

註 1 長野県埋蔵文化財センター 百瀬新治氏御教示

2   〃     〃    『長野県埋蔵文化財センター年報 2』 1985

参考文献

小穴喜―  「松本市島立 。新村両条里的遺構の開発経緯一古代 。中世の用水路 を軸に して一」『信濃』 Ⅲ・37-9
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第 5章 調査のまとめ

今回の調査は現北栗集落の西側一帯と、界沢・栗林堰からの小水路について 3地′点を選び行なっ

た。遺跡台帳には後者は島立条里的遺構 として、また前者は北栗遺跡と条里的遺構という二重のネ

ットがかけられた遺跡である。島立地区においては栗林神社周辺 (昭和58年 )、 奈良井川左岸段丘上、

永田集落南側、高綱中学校南東部 (以上昭和59年 )、 高綱中学校東際、南栗公民館東側 (以上昭和60

年、前者は未報告)に次 ぐ調査であり、また今調査の合い間にも市道高綱線沿いの中央自動車道長

野線のルー ト際を調査し、これらの調査の全てから遺構・遺物を記録している。

今回の成果についても以前と同様に多くの遺構を検出し、多量の遺物を得た。また現在調査中の

中央道長野線においても島立地区の 3遺跡 (南栗・北栗・三の宮)よ り、古墳時代から中世の住居

址766、 掘立柱建物址280、 竪穴状遺構・柵列・墓墳・土墳5500と いう膨大な数の遺構を調査 してお

り、島立地区全域が遺跡の上に成立している事を示している。これはこの地が奈良井川、梓川そし

て鎖川等により形成された後、それらにより破壊をされることなく現在まで存続しているという証

でもある。その長期的な集落を存在させた基礎がこの地にあるとされる条里である。今回の条里の

調査では現水路に至るまでに歴史的に中断する3本の小水路と、管理された 1本の小水路をその成

果とするが、時期的な問題と有無不明の水田址との関係がつかめないまま終了してしまったことは

残念である。

なお中央道長野線調査部分では北栗遺跡に平安時代の、また三の宮遺跡に中世の水田址を確認し

ており、両遺跡の間を流れる界沢は平安時代から中世頃には管理されていた(1)よ うである。今後はそ

れらと周囲の集落との関り合い、範囲、そして開始時期などが課題であり、なお一層自然科学的分

野と連携した調査が必要であろう。

文末になったが今回の調査にあたり、近 くで行なわれている長野県埋蔵文化財センターの調査研

究員、また地元公民館の方々には多大なる御指導、御協力を頂いた。記して感謝する次第である。

註 1  長野県埋蔵文化財センター調査研究員百瀬新治氏より御教示 を得た。

一- 152 -一



調査地近景 1地区 (南 より)

1地区 (北 より) 2地区南側

3地区 (西 より)

第 1図版 北栗遺跡調査地風景
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第30042号 (右側)住居址

第30号住居址 カマ ド 第42号住居址 カマ ドか ?

第 2図版 住居址(1)
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第 1号住居址

第 2号住居址

第 3図版 住居址(2)
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第 5号住居址 同 遺物出土状況

第 6(奥)07号住居址 第 8号住居址

第 9号住居址 同 カマ ド

第 9号住居址 出土遺物 第10号住居址

第 4図版 住居址(3)
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第H号住居址
同 カマ ド

同 遺物出土状況

第15号住居址

第 5図版 住居址(4)
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第12号住居址
第13号住居址

第14号住居址

同 カマ ド



第16号住居址 同 カマ ド

第17号住居址 同 カマ ド

第18号住居址 同 カマ ド

第19号住居址

第 6図版 住居址(5)
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同 カマ ド・遺物出土状況



第20号住居址 遺物出土状況 同 カマ ド

第 7図版 住居址(6)
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第20号住居llL 遺物出土状況

第21号住居址 第23号住居址

第23号住居址 遺物出土状況 同 カマ ド



第24号住居址 遺物出土状況 同 カマ ド

第24号住居址 遺物出土状況 第25号住居址

第26号住居址 遺物出土状況 (西 より)
同 (lLよ り)

第27号住居址 遺物出土状況 (南 より)
同 (西 より)

第 8図版 住居址(7)
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第28号住居址 同 遺物出土状況

第 9図版 住居址(8)

-161-

第28号住居址 カマ ド 同 遺物出土状況

第28号住居址 遺物出土状況

第29号住居址 遺物出土状況 同 カマ ド



第32号住居址 同 カマ ド

第33号住居址 (JLよ り) 第33号住居址 (西 より)

第33号住居址 カマ ド 第34号住居址

第35号住居址

第 10図版 住居址(9)
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第36号住居址 第37号住居址

第38号住居址 (右側37住 ) 第39号住居址 (右奥39住 )

第40号住居址 第41号住居址

第41号住居址 遺物出土状況 第41号住居址 遺物出土状況

第li図版 住居址00
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建物址検出時 建物址 1

建物址 2 建物址 3

建物址 4(奥 は12住 ) 建物址 5

建物址 607(外 )・ H(未掘 )、 第14号住居址

第 12図版 建物址(1)
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建物址 8



建物址10

建物址12018013(手 前から)

土墳 2

第 i3図版 建物址(2)0柵列・土墳
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条里北栗地内 条里永田地内

条里町区地内

同 B一 B′ 同 C― C′

第 i4図版 条里的遺構
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109(6住 )(4住 )

HO(16住 )

第 15図版 出土土器(1)

69(4住 ) H9(7住 )

93(5住 ) 128(9住 )

―- 167 -―

131(9住 )



157(12住 ) 166(14住 )

215(19住 )

(12住 )

(13住 )

第 !6図版 出土土器(2)
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216(19住 )



:::11111111:111111::1::11111:::111111111111111111:11:

:::::::::::::::::::::::::::三 :::三 ::::!::::::::::::::::|

226(20住 )
238(20住 )

231(20住 )

第 17図版 出土土器(3)
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288(23住 )

250(20住 ) (23住 )

(20住 )

第 i8図版 出土土器(4)
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362(26住 )



350(25住 )

391(28住 )

410(29住 )

414(29住 )

389(28住 ) 406(29住 )

396(28住 )

第i9図版 出土羊器(5)
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難

476(31住 )
478(31住 )

473(31住 ) 477 (31住 )

第 20図版  出土土器(6)
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497 (32住 ) (42住 )

(42住 )

第2i図版 出土土器(7)

(溝 1,
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706 (検 出面 )
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